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    第一章


    
      1テオピロよ、わたしは先さきに第だい一巻かんを著あらわして、イエスが行おこない、また教おしえはじめてから、 2お選えらびになった使徒しとたちに、聖霊せいれいによって命めいじたのち、天てんに上あげられた日ひまでのことを、ことごとくしるした。 3イエスは苦難くなんを受うけたのち、自分じぶんの生いきていることを数々かずかずの確たしかな証拠しょうこによって示しめし、四十日にちにわたってたびたび彼かれらに現あらわれて、神かみの国くにのことを語かたられた。 4そして食事しょくじを共ともにしているとき、彼かれらにお命めいじになった、「エルサレムから離はなれないで、かねてわたしから聞きいていた父ちちの約束やくそくを待まっているがよい。 5すなわち、ヨハネは水みずでバプテスマを授さづけたが、あなたがたは間まもなく聖霊せいれいによって、バプテスマを授さづけられるであろう」。
    


    
      6さて、弟子でしたちが一緒いっしょに集あつまったとき、イエスに問とうて言いった、「主しゅよ、イスラエルのために国くにを復興ふっこうなさるのは、この時ときなのですか」。 7彼かれらに言いわれた、「時期じきや場合ばあいは、父ちちがご自分じぶんの権威けんいによって定さだめておられるのであって、あなたがたの知しる限かぎりではない。 8ただ、聖霊せいれいがあなたがたにくだる時とき、あなたがたは力ちからを受うけて、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土ぜんど、さらに地ちのはてまで、わたしの証人しょうにんとなるであろう」。 9こう言いい終おわると、イエスは彼かれらの見みている前まえで天てんに上あげられ、雲くもに迎むかえられて、その姿すがたが見みえなくなった。 10イエスの上のぼって行いかれるとき、彼かれらが天てんを見みつめていると、見みよ、白しろい衣ころもを着きたふたりの人ひとが、彼かれらのそばに立たっていて 11言いった、「ガリラヤの人ひとたちよ、なぜ天てんを仰あおいで立たっているのか。あなたがたを離はなれて天てんに上あげられたこのイエスは、天てんに上のぼって行いかれるのをあなたがたが見みたのと同おなじ有様ありさまで、またおいでになるであろう」。
    


    
      12それから彼かれらは、オリブという山やまを下くだってエルサレムに帰かえった。この山やまはエルサレムに近ちかく、安息日あんそくにちに許ゆるされている距離きょりのところにある。 13彼かれらは、市内しないに行いって、その泊とまっていた屋上おくじょうの間まにあがった。その人ひとたちは、ペテロ、ヨハネ、ヤコブ、アンデレ、ピリポとトマス、バルトロマイとマタイ、アルパヨの子こヤコブと熱心ねっしん党とうのシモンとヤコブの子こユダとであった。 14彼かれらはみな、婦人ふじんたち、特とくにイエスの母ははマリヤ、およびイエスの兄弟きょうだいたちと共ともに、心こころを合あわせて、ひたすら祈いのりをしていた。
    


    
      15そのころ、百二十名めいばかりの人々ひとびとが、一団いちだんとなって集あつまっていたが、ペテロはこれらの兄弟きょうだいたちの中なかに立たって言いった、 16「兄弟きょうだいたちよ、イエスを捕とらえた者ものたちの手てびきになったユダについては、聖霊せいれいがダビデの口くちをとおして預言よげんしたその言葉ことばは、成就じょうじゅしなければならなかった。 17彼かれはわたしたちの仲間なかまに加くわえられ、この務つとめを授さずかっていた者ものであった。（ 18彼かれは不義ふぎの報酬ほうしゅうで、ある地所じしょを手てに入いれたが、そこへまっさかさまに落おちて、腹はらがまん中なかから引ひき裂さけ、はらわたがみな流ながれ出でてしまった。 19そして、この事ことはエルサレムの全ぜん住民じゅうみんに知しれわたり、そこで、この地所じしょが彼かれらの国語こくごでアケルダマと呼よばれるようになった。「血ちの地所じしょ」との意いである。） 20詩篇しへんに、

      
        『その屋敷やしきは荒あれ果はてよ、

        そこにはひとりも住すむ者ものがいなくなれ』

      
と書かいてあり、また

      
        『その職しょくは、ほかの者ものに取とらせよ』

      
とあるとおりである。 21そういうわけで、主しゅイエスがわたしたちの間あいだにゆききされた期間中きかんちゅう、 22すなわち、ヨハネのバプテスマの時ときから始はじまって、わたしたちを離はなれて天てんに上あげられた日ひに至いたるまで、始終しじゅうわたしたちと行動こうどうを共ともにした人ひとたちのうち、だれかひとりが、わたしたちに加くわわって主しゅの復活ふっかつの証人しょうにんにならねばならない」。 23そこで一同いちどうは、バルサバと呼よばれ、またの名なをユストというヨセフと、マッテヤとのふたりを立たて、 24祈いのって言いった、「すべての人ひとの心こころをご存ぞんじである主しゅよ。このふたりのうちのどちらを選えらんで、 25ユダがこの使徒しとの職務しょくむから落おちて、自分じぶんの行いくべきところへ行いったそのあとを継つがせなさいますか、お示しめし下ください」。 26それから、ふたりのためにくじを引ひいたところ、マッテヤに当あたったので、この人ひとが十一人にんの使徒しとたちに加くわえられることになった。
    

  


  


  
    第二章


    
      1五旬節ごじゅんせつの日ひがきて、みんなの者ものが一緒いっしょに集あつまっていると、 2突然とつぜん、激はげしい風かぜが吹ふいてきたような音おとが天てんから起おこってきて、一同いちどうがすわっていた家いえいっぱいに響ひびきわたった。 3また、舌したのようなものが、炎ほのおのように分わかれて現あらわれ、ひとりびとりの上うえにとどまった。 4すると、一同いちどうは聖霊せいれいに満みたされ、御霊みたまが語かたらせるままに、いろいろの他国たこくの言葉ことばで語かたり出だした。
    


    
      5さて、エルサレムには、天下てんかのあらゆる国々くにぐにから、信仰しんこう深ぶかいユダヤ人じんたちがきて住すんでいたが、 6この物音ものおとに大おおぜいの人ひとが集あつまってきて、彼かれらの生うまれ故郷こきょうの国語こくごで、使徒しとたちが話はなしているのを、だれもかれも聞きいてあっけに取とられた。 7そして驚おどろき怪あやしんで言いった、「見みよ、いま話はなしているこの人ひとたちは、皆みなガリラヤ人びとではないか。 8それだのに、わたしたちがそれぞれ、生うまれ故郷こきょうの国語こくごを彼かれらから聞きかされるとは、いったい、どうしたことか。 9わたしたちの中なかには、パルテヤ人びと、メジヤ人びと、エラム人びともおれば、メソポタミヤ、ユダヤ、カパドキヤ、ポントとアジヤ、 10フルギヤとパンフリヤ、エジプトとクレネに近ちかいリビヤ地方ちほうなどに住すむ者ものもいるし、またローマ人じんで旅たびにきている者もの、 11ユダヤ人じんと改宗者かいしゅうしゃ、クレテ人びととアラビヤ人じんもいるのだが、あの人々ひとびとがわたしたちの国語こくごで、神かみの大おおきな働はたらきを述のべるのを聞きくとは、どうしたことか」。 12みんなの者ものは驚おどろき惑まどって、互たがいに言いい合あった、「これは、いったい、どういうわけなのだろう」。 13しかし、ほかの人ひとたちはあざ笑わらって、「あの人ひとたちは新あたらしい酒さけで酔よっているのだ」と言いった。
    


    
      14そこで、ペテロが十一人にんの者ものと共ともに立たちあがり、声こえをあげて人々ひとびとに語かたりかけた。
    


    
      「ユダヤの人ひとたち、ならびにエルサレムに住すむすべてのかたがた、どうか、この事ことを知しっていただきたい。わたしの言いうことに耳みみを傾かたむけていただきたい。 15今いまは朝あさの九時じであるから、この人ひとたちは、あなたがたが思おもっているように、酒さけに酔よっているのではない。 16そうではなく、これは預言者よげんしゃヨエルが預言よげんしていたことに外ほかならないのである。すなわち、

      
        17『神かみがこう仰おおせになる。

        終おわりの時ときには、

        わたしの霊れいをすべての人ひとに注そそごう。

        そして、あなたがたのむすこ娘むすめは預言よげんをし、

        若者わかものたちは幻まぼろしを見み、

        老人ろうじんたちは夢ゆめを見みるであろう。

        18その時ときには、わたしの男女だんじょの僕しもべたちにも

        わたしの霊れいを注そそごう。

        そして彼かれらも預言よげんをするであろう。

        19また、上うえでは、天てんに奇跡きせきを見みせ、

        下したでは、地ちにしるしを、

        すなわち、血ちと火ひと立たちこめる煙けむりとを、

        見みせるであろう。

        20主しゅの大おおいなる輝かがやかしい日ひが来くる前まえに、

        日ひはやみに

        月つきは血ちに変かわるであろう。

        21そのとき、主しゅの名なを呼よび求もとめる者ものは、

        みな救すくわれるであろう』。

      
22イスラエルの人ひとたちよ、今いまわたしの語かたることを聞ききなさい。あなたがたがよく知しっているとおり、ナザレ人びとイエスは、神かみが彼かれをとおして、あなたがたの中なかで行おこなわれた数々かずかずの力ちからあるわざと奇跡きせきとしるしとにより、神かみからつかわされた者ものであることを、あなたがたに示しめされたかたであった。 23このイエスが渡わたされたのは神かみの定さだめた計画けいかくと予知よちとによるのであるが、あなたがたは彼かれを不法ふほうの人々ひとびとの手てで十字架じゅうじかにつけて殺ころした。 24神かみはこのイエスを死しの苦くるしみから解とき放はなって、よみがえらせたのである。イエスが死しに支配しはいされているはずはなかったからである。 25ダビデはイエスについてこう言いっている、

      
        『わたしは常つねに目めの前まえに主しゅを見みた。

        主しゅは、わたしが動うごかされないため、

        わたしの右みぎにいて下くださるからである。

        26それゆえ、わたしの心こころは楽たのしみ、

        わたしの舌したはよろこび歌うたった。

        わたしの肉体にくたいもまた、望のぞみに生いきるであろう。

        27あなたは、わたしの魂たましいを黄泉よみに捨すておくことをせず、

        あなたの聖者せいじゃが朽くち果はてるのを、お許ゆるしにならないであろう。

        28あなたは、いのちの道みちをわたしに示しめし、

        み前まえにあって、わたしを喜よろこびで満みたして下くださるであろう』。

      
29兄弟きょうだいたちよ、族長ぞくちょうダビデについては、わたしはあなたがたにむかって大胆だいたんに言いうことができる。彼かれは死しんで葬ほうむられ、現げんにその墓はかが今日きょうに至いたるまで、わたしたちの間あいだに残のこっている。 30彼かれは預言者よげんしゃであって、『その子孫しそんのひとりを王位おういにつかせよう』と、神かみが堅かたく彼かれに誓ちかわれたことを認みとめていたので、 31キリストの復活ふっかつをあらかじめ知しって、『彼かれは黄泉よみに捨すておかれることがなく、またその肉体にくたいが朽くち果はてることもない』と語かたったのである。 32このイエスを、神かみはよみがえらせた。そして、わたしたちは皆みなその証人しょうにんなのである。 33それで、イエスは神かみの右みぎに上あげられ、父ちちから約束やくそくの聖霊せいれいを受うけて、それをわたしたちに注そそがれたのである。このことは、あなたがたが現げんに見聞みききしているとおりである。 34ダビデが天てんに上のぼったのではない。彼かれ自身じしんこう言いっている、

      
        『主しゅはわが主しゅに仰おおせになった、

        35あなたの敵てきをあなたの足あし台だいにするまでは、

        わたしの右みぎに座ざしていなさい』。

      
36だから、イスラエルの全ぜん家かは、この事ことをしかと知しっておくがよい。あなたがたが十字架じゅうじかにつけたこのイエスを、神かみは、主しゅまたキリストとしてお立たてになったのである」。
    


    
      37人々ひとびとはこれを聞きいて、強つよく心こころを刺さされ、ペテロやほかの使徒しとたちに、「兄弟きょうだいたちよ、わたしたちは、どうしたらよいのでしょうか」と言いった。 38すると、ペテロが答こたえた、「悔くい改あらためなさい。そして、あなたがたひとりびとりが罪つみのゆるしを得えるために、イエス・キリストの名なによって、バプテスマを受うけなさい。そうすれば、あなたがたは聖霊せいれいの賜物たまものを受うけるであろう。 39この約束やくそくは、われらの主しゅなる神かみの召めしにあずかるすべての者もの、すなわちあなたがたと、あなたがたの子こらと、遠とおくの者もの一同いちどうとに、与あたえられているものである」。 40ペテロは、ほかになお多おおくの言葉ことばであかしをなし、人々ひとびとに「この曲まがった時代じだいから救すくわれよ」と言いって勧すすめた。 41そこで、彼かれの勧すすめの言葉ことばを受うけいれた者ものたちは、バプテスマを受うけたが、その日ひ、仲間なかまに加くわわったものが三千人にんほどあった。 42そして一同いちどうはひたすら、使徒しとたちの教おしえを守まもり、信徒しんとの交まじわりをなし、共ともにパンをさき、祈いのりをしていた。
    


    
      43みんなの者ものにおそれの念ねんが生しょうじ、多おおくの奇跡きせきとしるしとが、使徒しとたちによって、次々つぎつぎに行おこなわれた。 44信者しんじゃたちはみな一緒いっしょにいて、いっさいの物ものを共有きょうゆうにし、 45資産しさんや持もち物ものを売うっては、必要ひつように応おうじてみんなの者ものに分わけ与あたえた。 46そして日々ひび心こころを一つにして、絶たえず宮みやもうでをなし、家いえではパンをさき、よろこびと、まごころとをもって、食事しょくじを共ともにし、 47神かみをさんびし、すべての人ひとに好意こういを持もたれていた。そして主しゅは、救すくわれる者ものを日々ひび仲間なかまに加くわえて下くださったのである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1さて、ペテロとヨハネとが、午後ごご三時じの祈いのりのときに宮みやに上のぼろうとしていると、 2生うまれながら足あしのきかない男おとこが、かかえられてきた。この男おとこは、宮みやもうでに来くる人々ひとびとに施ほどこしをこうため、毎日まいにち、「美うつくしの門もん」と呼よばれる宮みやの門もんのところに、置おかれていた者ものである。 3彼かれは、ペテロとヨハネとが、宮みやにはいって行いこうとしているのを見みて、施ほどこしをこうた。 4ペテロとヨハネとは彼かれをじっと見みて、「わたしたちを見みなさい」と言いった。 5彼かれは何なにかもらえるのだろうと期待きたいして、ふたりに注目ちゅうもくしていると、 6ペテロが言いった、「金銀きんぎんはわたしには無ない。しかし、わたしにあるものをあげよう。ナザレ人びとイエス・キリストの名なによって歩あるきなさい」。 7こう言いって彼かれの右手みぎてを取とって起おこしてやると、足あしと、くるぶしとが、立たちどころに強つよくなって、 8踊おどりあがって立たち、歩あるき出だした。そして、歩あるき回まわったり踊おどったりして神かみをさんびしながら、彼かれらと共ともに宮みやにはいって行いった。 9民衆みんしゅうはみな、彼かれが歩あるき回まわり、また神かみをさんびしているのを見み、 10これが宮みやの「美うつくしの門もん」のそばにすわって、施ほどこしをこうていた者ものであると知しり、彼かれの身みに起おこったことについて、驚おどろき怪あやしんだ。
    


    
      11彼かれがなおもペテロとヨハネとにつきまとっているとき、人々ひとびとは皆みなひどく驚おどろいて、「ソロモンの廊ろう」と呼よばれる柱廊ちゅうろうにいた彼かれらのところに駆かけ集あつまってきた。 12ペテロはこれを見みて、人々ひとびとにむかって言いった、「イスラエルの人ひとたちよ、なぜこの事ことを不思議ふしぎに思おもうのか。また、わたしたちが自分じぶんの力ちからや信心しんじんで、あの人ひとを歩あるかせたかのように、なぜわたしたちを見みつめているのか。 13アブラハム、イサク、ヤコブの神かみ、わたしたちの先祖せんぞの神かみは、その僕しもべイエスに栄光えいこうを賜たまわったのであるが、あなたがたは、このイエスを引ひき渡わたし、ピラトがゆるすことに決きめていたのに、それを彼かれの面前めんぜんで拒こばんだ。 14あなたがたは、この聖せいなる正ただしいかたを拒こばんで、人殺ひとごろしの男おとこをゆるすように要求ようきゅうし、 15いのちの君きみを殺ころしてしまった。しかし、神かみはこのイエスを死人しにんの中なかから、よみがえらせた。わたしたちは、その事ことの証人しょうにんである。 16そして、イエスの名なが、それを信しんじる信仰しんこうのゆえに、あなたがたのいま見みて知しっているこの人ひとを、強つよくしたのであり、イエスによる信仰しんこうが、彼かれをあなたがた一同いちどうの前まえで、このとおり完全かんぜんにいやしたのである。
    


    
      17さて、兄弟きょうだいたちよ、あなたがたは知しらずにあのような事ことをしたのであり、あなたがたの指導者しどうしゃたちとても同様どうようであったことは、わたしにわかっている。 18神かみはあらゆる預言者よげんしゃの口くちをとおして、キリストの受難じゅなんを予告よこくしておられたが、それをこのように成就じょうじゅなさったのである。 19だから、自分じぶんの罪つみをぬぐい去さっていただくために、悔くい改あらためて本心ほんしんに立たちかえりなさい。 20それは、主しゅのみ前まえから慰なぐさめの時ときがきて、あなたがたのためにあらかじめ定さだめてあったキリストなるイエスを、神かみがつかわして下くださるためである。 21このイエスは、神かみが聖せいなる預言者よげんしゃたちの口くちをとおして、昔むかしから預言よげんしておられた万物ばんぶつ更新こうしんの時ときまで、天てんにとどめておかれねばならなかった。 22モーセは言いった、『主しゅなる神かみは、わたしをお立たてになったように、あなたがたの兄弟きょうだいの中なかから、ひとりの預言者よげんしゃをお立たてになるであろう。その預言者よげんしゃがあなたがたに語かたることには、ことごとく聞ききしたがいなさい。 23彼かれに聞ききしたがわない者ものは、みな民たみの中なかから滅ほろぼし去さられるであろう』。 24サムエルをはじめ、その後のちつづいて語かたったほどの預言者よげんしゃはみな、この時ときのことを予告よこくした。 25あなたがたは預言者よげんしゃの子こであり、神かみがあなたがたの先祖せんぞたちと結むすばれた契約けいやくの子こである。神かみはアブラハムに対たいして、『地上ちじょうの諸しょ民族みんぞくは、あなたの子孫しそんによって祝福しゅくふくを受うけるであろう』と仰おおせられた。 26神かみがまずあなたがたのために、その僕しもべを立たてて、おつかわしになったのは、あなたがたひとりびとりを、悪あくから立たちかえらせて、祝福しゅくふくにあずからせるためなのである」。
    

  


  


  
    第四章


    
      1彼かれらが人々ひとびとにこのように語かたっているあいだに、祭司さいしたち、宮守みやもりがしら、サドカイ人びとたちが近寄ちかよってきて、 2彼かれらが人々ひとびとに教おしえを説とき、イエス自身じしんに起おこった死人しにんの復活ふっかつを宣伝せんでんしているのに気きをいら立たて、 3彼かれらに手てをかけて捕とらえ、はや日ひが暮くれていたので、翌よく朝あさまで留置りゅうちしておいた。 4しかし、彼かれらの話はなしを聞きいた多おおくの人ひとたちは信しんじた。そして、その男おとこの数かずが五千人にんほどになった。
    


    
      5明あくる日ひ、役人やくにん、長老ちょうろう、律法りっぽう学者がくしゃたちが、エルサレムに召集しょうしゅうされた。 6大祭司だいさいしアンナスをはじめ、カヤパ、ヨハネ、アレキサンデル、そのほか大祭司だいさいしの一族いちぞくもみな集あつまった。 7そして、そのまん中なかに使徒しとたちを立たたせて尋問じんもんした、「あなたがたは、いったい、なんの権威けんい、また、だれの名なによって、このことをしたのか」。 8その時とき、ペテロが聖霊せいれいに満みたされて言いった、「民たみの役人やくにんたち、ならびに長老ちょうろうたちよ、 9わたしたちが、きょう、取調とりしらべを受うけているのは、病人びょうにんに対たいしてした良よいわざについてであり、この人ひとがどうしていやされたかについてであるなら、 10あなたがたご一同いちどうも、またイスラエルの人々ひとびと全体ぜんたいも、知しっていてもらいたい。この人ひとが元気げんきになってみんなの前まえに立たっているのは、ひとえに、あなたがたが十字架じゅうじかにつけて殺ころしたのを、神かみが死人しにんの中なかからよみがえらせたナザレ人びとイエス・キリストの御名みなによるのである。 11このイエスこそは『あなたがた家いえ造つくりらに捨すてられたが、隅すみのかしら石いしとなった石いし』なのである。 12この人ひとによる以外いがいに救すくいはない。わたしたちを救すくいうる名なは、これを別べつにしては、天下てんかのだれにも与あたえられていないからである」。
    


    
      13人々ひとびとはペテロとヨハネとの大胆だいたんな話はなしぶりを見み、また同時どうじに、ふたりが無学むがくな、ただの人ひとたちであることを知しって、不思議ふしぎに思おもった。そして彼かれらがイエスと共ともにいた者ものであることを認みとめ、 14かつ、彼かれらにいやされた者ものがそのそばに立たっているのを見みては、まったく返かえす言葉ことばがなかった。 15そこで、ふたりに議会ぎかいから退場たいじょうするように命めいじてから、互たがいに協議きょうぎをつづけて 16言いった、「あの人ひとたちを、どうしたらよかろうか。彼かれらによって著いちじるしいしるしが行おこなわれたことは、エルサレムの住民じゅうみん全体ぜんたいに知しれわたっているので、否定ひていしようもない。 17ただ、これ以上いじょうこのことが民衆みんしゅうの間あいだにひろまらないように、今後こんごはこの名なによって、いっさいだれにも語かたってはいけないと、おどしてやろうではないか」。 18そこで、ふたりを呼よび入いれて、イエスの名なによって語かたることも説とくことも、いっさい相成あいならぬと言いいわたした。 19ペテロとヨハネとは、これに対たいして言いった、「神かみに聞きき従したがうよりも、あなたがたに聞きき従したがう方ほうが、神かみの前まえに正ただしいかどうか、判断はんだんしてもらいたい。 20わたしたちとしては、自分じぶんの見みたこと聞きいたことを、語かたらないわけにはいかない」。 21そこで、彼かれらはふたりを更さらにおどしたうえ、ゆるしてやった。みんなの者ものが、この出来事できごとのために、神かみをあがめていたので、その人々ひとびとの手前てまえ、ふたりを罰ばっするすべがなかったからである。 22そのしるしによっていやされたのは、四十歳さいあまりの人ひとであった。
    


    
      23ふたりはゆるされてから、仲間なかまの者ものたちのところに帰かえって、祭司長さいしちょうたちや長老ちょうろうたちが言いったいっさいのことを報告ほうこくした。 24一同いちどうはこれを聞きくと、口くちをそろえて、神かみにむかい声こえをあげて言いった、「天てんと地ちと海うみと、その中なかのすべてのものとの造つくりぬしなる主しゅよ。 25あなたは、わたしたちの先祖せんぞ、あなたの僕しもべダビデの口くちをとおして、聖霊せいれいによって、こう仰おおせになりました、

      
        『なぜ、異邦人いほうじんらは、騒さわぎ立たち、

        もろもろの民たみは、むなしいことを図はかり、

        26地上ちじょうの王おうたちは、立たちかまえ、

        支配者しはいしゃたちは、党とうを組くんで、

        主しゅとそのキリストとに逆さからったのか』。

      
27まことに、ヘロデとポンテオ・ピラトとは、異邦人いほうじんらやイスラエルの民たみと一緒いっしょになって、この都みやこに集あつまり、あなたから油あぶらを注そそがれた聖せいなる僕しもべイエスに逆さからい、 28み手てとみ旨むねとによって、あらかじめ定さだめられていたことを、なし遂とげたのです。 29主しゅよ、いま、彼かれらの脅迫きょうはくに目めをとめ、僕しもべたちに、思おもい切きって大胆だいたんに御言葉みことばを語かたらせて下ください。 30そしてみ手てを伸のばしていやしをなし、聖せいなる僕しもべイエスの名なによって、しるしと奇跡きせきとを行おこなわせて下ください」。 31彼かれらが祈いのり終おえると、その集あつまっていた場所ばしょが揺ゆれ動うごき、一同いちどうは聖霊せいれいに満みたされて、大胆だいたんに神かみの言ことばを語かたり出だした。
    


    
      32信しんじた者ものの群むれは、心こころを一つにし思おもいを一つにして、だれひとりその持もち物ものを自分じぶんのものだと主張しゅちょうする者ものがなく、いっさいの物ものを共有きょうゆうにしていた。 33使徒しとたちは主しゅイエスの復活ふっかつについて、非常ひじょうに力強ちからづよくあかしをした。そして大おおきなめぐみが、彼かれら一同いちどうに注そそがれた。 34彼かれらの中なかに乏とぼしい者ものは、ひとりもいなかった。地所じしょや家屋かおくを持もっている人ひとたちは、それを売うり、売うった物ものの代金だいきんをもってきて、 35使徒しとたちの足あしもとに置おいた。そしてそれぞれの必要ひつように応おうじて、だれにでも分わけ与あたえられた。
    


    
      36クプロ生うまれのレビ人びとで、使徒しとたちにバルナバ（「慰なぐさめの子こ」との意い）と呼よばれていたヨセフは、 37自分じぶんの所有しょゆうする畑はたけを売うり、その代金だいきんをもってきて、使徒しとたちの足あしもとに置おいた。
    

  


  


  
    第五章


    
      1ところが、アナニヤという人ひととその妻つまサッピラとは共ともに資産しさんを売うったが、 2共謀きょうぼうして、その代金だいきんをごまかし、一部いちぶだけを持もってきて、使徒しとたちの足あしもとに置おいた。 3そこで、ペテロが言いった、「アナニヤよ、どうしてあなたは、自分じぶんの心こころをサタンに奪うばわれて、聖霊せいれいを欺あざむき、地所じしょの代金だいきんをごまかしたのか。 4売うらずに残のこしておけば、あなたのものであり、売うってしまっても、あなたの自由じゆうになったはずではないか。どうして、こんなことをする気きになったのか。あなたは人ひとを欺あざむいたのではなくて、神かみを欺あざむいたのだ」。 5アナニヤはこの言葉ことばを聞きいているうちに、倒たおれて息いきが絶たえた。このことを伝つたえ聞きいた人々ひとびとは、みな非常ひじょうなおそれを感かんじた。 6それから、若者わかものたちが立たって、その死体したいを包つつみ、運はこび出だして葬ほうむった。
    


    
      7三時間じかんばかりたってから、たまたま彼かれの妻つまが、この出来事できごとを知しらずに、はいってきた。 8そこで、ペテロが彼女かのじょにむかって言いった、「あの地所じしょは、これこれの値段ねだんで売うったのか。そのとおりか」。彼女かのじょは「そうです、その値段ねだんです」と答こたえた。 9ペテロは言いった、「あなたがたふたりが、心こころを合あわせて主しゅの御霊みたまを試こころみるとは、何事なにごとであるか。見みよ、あなたの夫おっとを葬ほうむった人ひとたちの足あしが、そこの門口かどぐちにきている。あなたも運はこび出だされるであろう」。 10すると女おんなは、たちまち彼かれの足あしもとに倒たおれて、息いきが絶たえた。そこに若者わかものたちがはいってきて、女おんなが死しんでしまっているのを見み、それを運はこび出だしてその夫おっとのそばに葬ほうむった。 11教会きょうかい全体ぜんたいならびにこれを伝つたえ聞きいた人ひとたちは、みな非常ひじょうなおそれを感かんじた。
    


    
      12そのころ、多おおくのしるしと奇跡きせきとが、次々つぎつぎに使徒しとたちの手てにより人々ひとびとの中なかで行おこなわれた。そして、一同いちどうは心こころを一つにして、ソロモンの廊ろうに集あつまっていた。 13ほかの者ものたちは、だれひとり、その交まじわりに入いろうとはしなかったが、民衆みんしゅうは彼かれらを尊敬そんけいしていた。 14しかし、主しゅを信しんじて仲間なかまに加くわわる者ものが、男女だんじょとも、ますます多おおくなってきた。 15ついには、病人びょうにんを大通おおどおりに運はこび出だし、寝台しんだいや寝床ねどこの上うえに置おいて、ペテロが通とおるとき、彼かれの影かげなりと、そのうちのだれかにかかるようにしたほどであった。 16またエルサレム附近ふきんの町々まちまちからも、大おおぜいの人ひとが、病人びょうにんや汚けがれた霊れいに苦くるしめられている人ひとたちを引ひき連つれて、集あつまってきたが、その全部ぜんぶの者ものが、ひとり残のこらずいやされた。
    


    
      17そこで、大祭司だいさいしとその仲間なかまの者もの、すなわち、サドカイ派はの人ひとたちが、みな嫉妬しっとの念ねんに満みたされて立たちあがり、 18使徒しとたちに手てをかけて捕とらえ、公共こうきょうの留置場りゅうちじょうに入いれた。 19ところが夜よる、主しゅの使つかいが獄ごくの戸とを開ひらき、彼かれらを連つれ出だして言いった、 20「さあ行いきなさい。そして、宮みやの庭にわに立たち、この命いのちの言葉ことばを漏もれなく、人々ひとびとに語かたりなさい」。 21彼かれらはこれを聞きき、夜明よあけごろ宮みやにはいって教おしえはじめた。
    


    
      一方いっぽうでは、大祭司だいさいしとその仲間なかまの者ものとが、集あつまってきて、議会ぎかいとイスラエル人びとの長老ちょうろう一同いちどうとを召集しょうしゅうし、使徒しとたちを引ひき出だしてこさせるために、人ひとを獄ごくにつかわした。 22そこで、下役したやくどもが行いって見みると、使徒しとたちが獄ごくにいないので、引ひき返かえして報告ほうこくした、 23「獄ごくには、しっかりと錠じょうがかけてあり、戸口とぐちには、番人ばんにんが立たっていました。ところが、あけて見みたら、中なかにはだれもいませんでした」。 24宮守みやもりがしらと祭司長さいしちょうたちとは、この報告ほうこくを聞きいて、これは、いったい、どんな事ことになるのだろうと、あわて惑まどっていた。 25そこへ、ある人ひとがきて知しらせた、「行いってごらんなさい。あなたがたが獄ごくに入いれたあの人ひとたちが、宮みやの庭にわに立たって、民衆みんしゅうを教おしえています」。 26そこで宮守みやもりがしらが、下役したやくどもと一緒いっしょに出でかけて行いって、使徒しとたちを連つれてきた。しかし、人々ひとびとに石いしで打うち殺ころされるのを恐おそれて、手荒てあらなことはせず、 27彼かれらを連つれてきて、議会ぎかいの中なかに立たたせた。すると、大祭司だいさいしが問とうて 28言いった、「あの名なを使つかって教おしえてはならないと、きびしく命めいじておいたではないか。それだのに、なんという事ことだ。エルサレム中なかにあなたがたの教おしえを、はんらんさせている。あなたがたは確たしかに、あの人ひとの血ちの責任せきにんをわたしたちに負おわせようと、たくらんでいるのだ」。 29これに対たいして、ペテロをはじめ使徒しとたちは言いった、「人間にんげんに従したがうよりは、神かみに従したがうべきである。 30わたしたちの先祖せんぞの神かみは、あなたがたが木きにかけて殺ころしたイエスをよみがえらせ、 31そして、イスラエルを悔くい改あらためさせてこれに罪つみのゆるしを与あたえるために、このイエスを導みちびき手てとし救主すくいぬしとして、ご自身じしんの右みぎに上あげられたのである。 32わたしたちはこれらの事ことの証人しょうにんである。神かみがご自身じしんに従したがう者ものに賜たまわった聖霊せいれいもまた、その証人しょうにんである」。
    


    
      33これを聞きいた者ものたちは、激はげしい怒いかりのあまり、使徒しとたちを殺ころそうと思おもった。 34ところが、国民こくみん全体ぜんたいに尊敬そんけいされていた律法りっぽう学者がくしゃガマリエルというパリサイ人びとが、議会ぎかいで立たって、使徒しとたちをしばらくのあいだ外そとに出だすように要求ようきゅうしてから、 35一同いちどうにむかって言いった、「イスラエルの諸君しょくん、あの人ひとたちをどう扱あつかうか、よく気きをつけるがよい。 36先さきごろ、チゥダが起おこって、自分じぶんを何なにか偉えらい者もののように言いいふらしたため、彼かれに従したがった男おとこの数かずが、四百人にんほどもあったが、結局けっきょく、彼かれは殺ころされてしまい、従したがった者ものもみな四散しさんして、全まったく跡あと方ほうもなくなっている。 37そののち、人口じんこう調査ちょうさの時ときに、ガリラヤ人ひとユダが民衆みんしゅうを率ひきいて反乱はんらんを起おこしたが、この人ひとも滅ほろび、従したがった者ものもみな散ちらされてしまった。 38そこで、この際さい、諸君しょくんに申もうし上あげる。あの人ひとたちから手てを引ひいて、そのなすままにしておきなさい。その企くわだてや、しわざが、人間にんげんから出でたものなら、自滅じめつするだろう。 39しかし、もし神かみから出でたものなら、あの人ひとたちを滅ほろぼすことはできまい。まかり違ちがえば、諸君しょくんは神かみを敵てきにまわすことになるかも知しれない」。そこで彼かれらはその勧告かんこくにしたがい、 40使徒しとたちを呼よび入いれて、むち打うったのち、今後こんごイエスの名なによって語かたることは相成あいならぬと言いいわたして、ゆるしてやった。 41使徒しとたちは、御名みなのために恥はじを加くわえられるに足たる者ものとされたことを喜よろこびながら、議会ぎかいから出でてきた。 42そして、毎日まいにち、宮みやや家いえで、イエスがキリストであることを、引ひきつづき教おしえたり宣のべ伝つたえたりした。
    

  


  


  
    第六章


    
      1そのころ、弟子でしの数かずがふえてくるにつれて、ギリシヤ語ごを使つかうユダヤ人じんたちから、ヘブル語ごを使つかうユダヤ人じんたちに対たいして、自分じぶんたちのやもめらが、日々ひびの配給はいきゅうで、おろそかにされがちだと、苦情くじょうを申もうし立たてた。 2そこで、十二使徒しとは弟子でし全体ぜんたいを呼よび集あつめて言いった、「わたしたちが神かみの言ことばをさしおいて、食卓しょくたくのことに携たずさわるのはおもしろくない。 3そこで、兄弟きょうだいたちよ、あなたがたの中なかから、御霊みたまと知恵ちえとに満みちた、評判ひょうばんのよい人ひとたち七人にんを捜さがし出だしてほしい。その人ひとたちにこの仕事しごとをまかせ、 4わたしたちは、もっぱら祈いのりと御言みことばのご用ように当あたることにしよう」。 5この提案ていあんは会衆かいしゅう一同いちどうの賛成さんせいするところとなった。そして信仰しんこうと聖霊せいれいとに満みちた人ひとステパノ、それからピリポ、プロコロ、ニカノル、テモン、パルメナ、およびアンテオケの改宗者かいしゅうしゃニコラオを選えらび出だして、 6使徒しとたちの前まえに立たたせた。すると、使徒しとたちは祈いのって手てを彼かれらの上うえにおいた。
    


    
      7こうして神かみの言ことばは、ますますひろまり、エルサレムにおける弟子でしの数かずが、非常ひじょうにふえていき、祭司さいしたちも多数たすう、信仰しんこうを受うけいれるようになった。
    


    
      8さて、ステパノは恵めぐみと力ちからとに満みちて、民衆みんしゅうの中なかで、めざましい奇跡きせきとしるしとを行おこなっていた。 9すると、いわゆる「リベルテン」の会堂かいどうに属ぞくする人々ひとびと、クレネ人びと、アレキサンドリヤ人びと、キリキヤやアジヤからきた人々ひとびとなどが立たって、ステパノと議論ぎろんしたが、 10彼かれは知恵ちえと御霊みたまとで語かたっていたので、それに対抗たいこうできなかった。 11そこで、彼かれらは人々ひとびとをそそのかして、「わたしたちは、彼かれがモーセと神かみとを汚けがす言葉ことばを吐はくのを聞きいた」と言いわせた。 12その上うえ、民衆みんしゅうや長老ちょうろうたちや律法りっぽう学者がくしゃたちを煽動せんどうし、彼かれを襲おそって捕とらえさせ、議会ぎかいにひっぱってこさせた。 13それから、偽いつわりの証人しょうにんたちを立たてて言いわせた、「この人ひとは、この聖所せいじょと律法りっぽうとに逆さからう言葉ことばを吐はいて、どうしても、やめようとはしません。 14『あのナザレ人びとイエスは、この聖所せいじょを打うちこわし、モーセがわたしたちに伝つたえた慣例かんれいを変かえてしまうだろう』などと、彼かれが言いうのを、わたしたちは聞ききました」。 15議会ぎかいで席せきについていた人ひとたちは皆みな、ステパノに目めを注そそいだが、彼かれの顔かおは、ちょうど天使てんしの顔かおのように見みえた。
    

  


  


  
    第七章


    
      1大祭司だいさいしは「そのとおりか」と尋たずねた。 2そこで、ステパノが言いった、
    


    
      「兄弟きょうだいたち、父ちちたちよ、お聞きき下ください。わたしたちの父祖ふそアブラハムが、カランに住すむ前まえ、まだメソポタミヤにいたとき、栄光えいこうの神かみが彼かれに現あらわれて 3仰おおせになった、『あなたの土地とちと親族しんぞくから離はなれて、あなたにさし示しめす地ちに行いきなさい』。 4そこで、アブラハムはカルデヤ人びとの地ちを出でて、カランに住すんだ。そして、彼かれの父ちちが死しんだのち、神かみは彼かれをそこから、今いまあなたがたの住すんでいるこの地ちに移住いじゅうさせたが、 5そこでは、遺産いさんとなるものは何なに一つ、一歩いっぽの幅はばの土地とちすらも、与あたえられなかった。ただ、その地ちを所領しょりょうとして授さづけようとの約束やくそくを、彼かれと、そして彼かれにはまだ子こがなかったのに、その子孫しそんとに与あたえられたのである。 6神かみはこう仰おおせになった、『彼かれの子孫しそんは他国たこくに身みを寄よせるであろう。そして、そこで四百年ねんのあいだ、奴隷どれいにされて虐待ぎゃくたいを受うけるであろう』。 7それから、さらに仰おおせになった、『彼かれらを奴隷どれいにする国民こくみんを、わたしはさばくであろう。その後のち、彼かれらはそこからのがれ出でて、この場所ばしょでわたしを礼拝れいはいするであろう』。 8そして、神かみはアブラハムに、割礼かつれいの契約けいやくをお与あたえになった。こうして、彼かれはイサクの父ちちとなり、これに八日目かめに割礼かつれいを施ほどこし、それから、イサクはヤコブの父ちちとなり、ヤコブは十二人にんの族長ぞくちょうたちの父ちちとなった。
    


    
      9族長ぞくちょうたちは、ヨセフをねたんで、エジプトに売うりとばした。しかし、神かみは彼かれと共ともにいまして、 10あらゆる苦難くなんから彼かれを救すくい出だし、エジプト王おうパロの前まえで恵めぐみを与あたえ、知恵ちえをあらわさせた。そこで、パロは彼かれを宰相さいしょうの任にんにつかせ、エジプトならびに王家おうけ全体ぜんたいの支配しはいに当あたらせた。 11時ときに、エジプトとカナンとの全土ぜんどにわたって、ききんが起おこり、大おおきな苦難くなんが襲おそってきて、わたしたちの先祖せんぞたちは、食物しょくもつが得えられなくなった。 12ヤコブは、エジプトには食糧しょくりょうがあると聞きいて、初はじめに先祖せんぞたちをつかわしたが、 13二回かい目めの時ときに、ヨセフが兄弟きょうだいたちに、自分じぶんの身みの上うえを打うち明あけたので、彼かれの親族しんぞく関係かんけいがパロに知しれてきた。 14ヨセフは使つかいをやって、父ちちヤコブと七十五人にんにのぼる親族しんぞく一同いちどうとを招まねいた。 15こうして、ヤコブはエジプトに下くだり、彼かれ自身じしんも先祖せんぞたちもそこで死しに、 16それから彼かれらは、シケムに移うつされて、かねてアブラハムがいくらかの金かねを出だしてこの地ちのハモルの子こらから買かっておいた墓はかに、葬ほうむられた。
    


    
      17神かみがアブラハムに対たいして立たてられた約束やくそくの時期じきが近ちかづくにつれ、民たみはふえてエジプト全土ぜんどにひろがった。 18やがて、ヨセフのことを知しらない別べつな王おうが、エジプトに起おこった。 19この王おうは、わたしたちの同族どうぞくに対たいし策略さくりゃくをめぐらして、先祖せんぞたちを虐待ぎゃくたいし、その幼おさな子ごらを生いかしておかないように捨すてさせた。 20モーセが生うまれたのは、ちょうどこのころのことである。彼かれはまれに見みる美うつくしい子こであった。三か月げつの間あいだは、父ちちの家いえで育そだてられたが、 21そののち捨すてられたのを、パロの娘むすめが拾ひろいあげて、自分じぶんの子ことして育そだてた。 22モーセはエジプト人じんのあらゆる学問がくもんを教おしえ込こまれ、言葉ことばにもわざにも、力ちからがあった。
    


    
      23四十歳さいになった時とき、モーセは自分じぶんの兄弟きょうだいであるイスラエル人びとたちのために尽つくすことを、思おもい立たった。 24ところが、そのひとりがいじめられているのを見みて、これをかばい、虐待ぎゃくたいされているその人ひとのために、相手あいてのエジプト人じんを撃うって仕返しかえしをした。 25彼かれは、自分じぶんの手てによって神かみが兄弟きょうだいたちを救すくって下くださることを、みんなが悟さとるものと思おもっていたが、実際じっさいはそれを悟さとらなかったのである。 26翌日よくじつモーセは、彼かれらが争あらそい合あっているところに現あらわれ、仲裁ちゅうさいしようとして言いった、『まて、君きみたちは兄弟きょうだい同志どうしではないか。どうして互たがいに傷きずつけ合あっているのか』。 27すると、仲間なかまをいじめていた者ものが、モーセを突つき飛とばして言いった、『だれが、君きみをわれわれの支配者しはいしゃや裁判人さいばんにんにしたのか。 28君きみは、きのう、エジプト人じんを殺ころしたように、わたしも殺ころそうと思おもっているのか』。 29モーセは、この言葉ことばを聞きいて逃にげ、ミデアンの地ちに身みを寄よせ、そこで男おとこの子こふたりをもうけた。
    


    
      30四十年ねんたった時とき、シナイ山ざんの荒野あらのにおいて、御使みつかいが柴しばの燃もえる炎ほのおの中なかでモーセに現あらわれた。 31彼かれはこの光景こうけいを見みて不思議ふしぎに思おもい、それを見みきわめるために近寄ちかよったところ、主しゅの声こえが聞きこえてきた、 32『わたしは、あなたの先祖せんぞたちの神かみ、アブラハム、イサク、ヤコブの神かみである』。モーセは恐おそれおののいて、もうそれを見みる勇気ゆうきもなくなった。 33すると、主しゅが彼かれに言いわれた、『あなたの足あしから、くつを脱ぬぎなさい。あなたの立たっているこの場所ばしょは、聖せいなる地ちである。 34わたしは、エジプトにいるわたしの民たみが虐待ぎゃくたいされている有様ありさまを確たしかに見みとどけ、その苦悩くのうのうめき声ごえを聞きいたので、彼かれらを救すくい出だすために下くだってきたのである。さあ、今いまあなたをエジプトにつかわそう』。
    


    
      35こうして、『だれが、君きみを支配者しはいしゃや裁判人さいばんにんにしたのか』と言いって排斥はいせきされたこのモーセを、神かみは、柴しばの中なかで彼かれに現あらわれた御使みつかいの手てによって、支配者しはいしゃ、解放者かいほうしゃとして、おつかわしになったのである。 36この人ひとが、人々ひとびとを導みちびき出だして、エジプトの地ちにおいても、紅海こうかいにおいても、また四十年ねんのあいだ荒野あらのにおいても、奇跡きせきとしるしとを行おこなったのである。 37この人ひとが、イスラエル人ひとたちに、『神かみはわたしをお立たてになったように、あなたがたの兄弟きょうだいたちの中なかから、ひとりの預言者よげんしゃをお立たてになるであろう』と言いったモーセである。 38この人ひとが、シナイ山ざんで、彼かれに語かたりかけた御使みつかいや先祖せんぞたちと共ともに、荒野あらのにおける集会しゅうかいにいて、生いける御言葉みことばを授さずかり、それをあなたがたに伝つたえたのである。 39ところが、先祖せんぞたちは彼かれに従したがおうとはせず、かえって彼かれを退しりぞけ、心こころの中なかでエジプトにあこがれて、 40『わたしたちを導みちびいてくれる神々かみがみを造つくって下ください。わたしたちをエジプトの地ちから導みちびいてきたあのモーセがどうなったのか、わかりませんから』とアロンに言いった。 41そのころ、彼かれらは子こ牛うしの像ぞうを造つくり、その偶像ぐうぞうに供そなえ物ものをささげ、自分じぶんたちの手てで造つくったものを祭まつってうち興じていた。 42そこで、神かみは顔かおをそむけ、彼かれらを天てんの星ほしを拝おがむままに任まかせられた。預言者よげんしゃの書しょにこう書かいてあるとおりである、

      
        『イスラエルの家いえよ、

        四十年ねんのあいだ荒野あらのにいた時ときに、

        いけにえと供そなえ物ものとを、わたしにささげたことがあったか。

        43あなたがたは、モロクの幕屋まくややロンパの星ほしの神かみを、かつぎ回まわった。

        それらは、拝おがむために自分じぶんで造つくった偶像ぐうぞうに過すぎぬ。

        だからわたしは、あなたがたをバビロンのかなたへ、移うつしてしまうであろう』。

      

    


    
      44わたしたちの先祖せんぞには、荒野あらのにあかしの幕屋まくやがあった。それは、見みたままの型かたにしたがって造つくるようにと、モーセに語かたったかたのご命令めいれいどおりに造つくったものである。 45この幕屋まくやは、わたしたちの先祖せんぞが、ヨシュアに率ひきいられ、神かみによって諸しょ民族みんぞくを彼かれらの前まえから追おい払はらい、その所領しょりょうをのり取とったときに、そこに持もち込こまれ、次々つぎつぎに受うけ継つがれて、ダビデの時代じだいに及およんだものである。 46ダビデは、神かみの恵めぐみをこうむり、そして、ヤコブの神かみのために宮みやを造営ぞうえいしたいと願ねがった。 47けれども、じっさいにその宮みやを建たてたのは、ソロモンであった。 48しかし、いと高たかき者ものは、手てで造つくった家いえの内うちにはお住すみにならない。預言者よげんしゃが言いっているとおりである、

      
        49『主しゅが仰おおせられる、

        どんな家いえをわたしのために建たてるのか。

        わたしのいこいの場所ばしょは、どれか。

        天てんはわたしの王座おうざ、

        地ちはわたしの足あし台だいである。

      

    


    
      50これは皆みなわたしの手てが造つくったものではないか』。 51ああ、強情ごうじょうで、心こころにも耳みみにも割礼かつれいのない人ひとたちよ。あなたがたは、いつも聖霊せいれいに逆さからっている。それは、あなたがたの先祖せんぞたちと同おなじである。 52いったい、あなたがたの先祖せんぞが迫害はくがいしなかった預言者よげんしゃが、ひとりでもいたか。彼かれらは正ただしいかたの来くることを予告よこくした人ひとたちを殺ころし、今いまやあなたがたは、その正ただしいかたを裏切うらぎる者もの、また殺ころす者ものとなった。 53あなたがたは、御使みつかいたちによって伝つたえられた律法りっぽうを受うけたのに、それを守まもることをしなかった」。
    


    
      54人々ひとびとはこれを聞きいて、心こころの底そこから激はげしく怒いかり、ステパノにむかって、歯はぎしりをした。 55しかし、彼かれは聖霊せいれいに満みたされて、天てんを見みつめていると、神かみの栄光えいこうが現あらわれ、イエスが神かみの右みぎに立たっておられるのが見みえた。 56そこで、彼かれは「ああ、天てんが開ひらけて、人ひとの子こが神かみの右みぎに立たっておいでになるのが見みえる」と言いった。 57人々ひとびとは大声おおごえで叫さけびながら、耳みみをおおい、ステパノを目めがけて、いっせいに殺到さっとうし、 58彼かれを市外しがいに引ひき出だして、石いしで打うった。これに立たち合あった人ひとたちは、自分じぶんの上着うわぎを脱ぬいで、サウロという若者わかものの足あしもとに置おいた。 59こうして、彼かれらがステパノに石いしを投なげつけている間あいだ、ステパノは祈いのりつづけて言いった、「主しゅイエスよ、わたしの霊れいをお受うけ下ください」。 60そして、ひざまずいて、大声おおごえで叫さけんだ、「主しゅよ、どうぞ、この罪つみを彼かれらに負おわせないで下ください」。こう言いって、彼かれは眠ねむりについた。
    

  


  


  
    第八章


    
      1サウロは、ステパノを殺ころすことに賛成さんせいしていた。
    


    
      その日ひ、エルサレムの教会きょうかいに対たいして大おお迫害はくがいが起おこり、使徒しと以外いがいの者ものはことごとく、ユダヤとサマリヤとの地方ちほうに散ちらされて行いった。 2信仰しんこう深ぶかい人ひとたちはステパノを葬ほうむり、彼かれのために胸むねを打うって、非常ひじょうに悲かなしんだ。 3ところが、サウロは家々いえいえに押おし入いって、男おとこや女おんなを引ひきずり出だし、次々つぎつぎに獄ごくに渡わたして、教会きょうかいを荒あらし回まわった。
    


    
      4さて、散ちらされて行いった人ひとたちは、御言みことばを宣のべ伝つたえながら、めぐり歩あるいた。 5ピリポはサマリヤの町まちに下くだって行いき、人々ひとびとにキリストを宣のべはじめた。 6群衆ぐんしゅうはピリポの話はなしを聞きき、その行おこなっていたしるしを見みて、こぞって彼かれの語かたることに耳みみを傾かたむけた。 7汚けがれた霊れいにつかれた多おおくの人々ひとびとからは、その霊れいが大声おおごえでわめきながら出でて行いくし、また、多おおくの中風ちゅうぶをわずらっている者ものや、足あしのきかない者ものがいやされたからである。 8それで、この町まちでは人々ひとびとが、大変たいへんなよろこびかたであった。
    


    
      9さて、この町まちに以前いぜんからシモンという人ひとがいた。彼かれは魔術まじゅつを行おこなってサマリヤの人ひとたちを驚おどろかし、自分じぶんをさも偉えらい者もののように言いいふらしていた。 10それで、小ちいさい者ものから大おおきい者ものにいたるまで皆みな、彼かれについて行いき、「この人ひとこそは『大能たいのう』と呼よばれる神かみの力ちからである」と言いっていた。 11彼かれらがこの人ひとについて行いったのは、ながい間あいだその魔術まじゅつに驚おどろかされていたためであった。 12ところが、ピリポが神かみの国くにとイエス・キリストの名なについて宣のべ伝つたえるに及およんで、男おとこも女おんなも信しんじて、ぞくぞくとバプテスマを受うけた。 13シモン自身じしんも信しんじて、バプテスマを受うけ、それから、引ひきつづきピリポについて行いった。そして、数々かずかずのしるしやめざましい奇跡きせきが行おこなわれるのを見みて、驚おどろいていた。
    


    
      14エルサレムにいる使徒しとたちは、サマリヤの人々ひとびとが、神かみの言ことばを受うけ入いれたと聞きいて、ペテロとヨハネとを、そこにつかわした。 15ふたりはサマリヤに下くだって行いって、みんなが聖霊せいれいを受うけるようにと、彼かれらのために祈いのった。 16それは、彼かれらはただ主しゅイエスの名なによってバプテスマを受うけていただけで、聖霊せいれいはまだだれにも下くだっていなかったからである。 17そこで、ふたりが手てを彼かれらの上うえにおいたところ、彼かれらは聖霊せいれいを受うけた。 18シモンは、使徒しとたちが手てをおいたために、御霊みたまが人々ひとびとに授さづけられたのを見みて、金かねをさし出だし、 19「わたしが手てをおけばだれにでも聖霊せいれいが授さづけられるように、その力ちからをわたしにも下ください」と言いった。 20そこで、ペテロが彼かれに言いった、「おまえの金かねは、おまえもろとも、うせてしまえ。神かみの賜物たまものが、金かねで得えられるなどと思おもっているのか。 21おまえの心こころが神かみの前まえに正ただしくないから、おまえは、とうてい、この事ことにあずかることができない。 22だから、この悪事あくじを悔くいて、主しゅに祈いのれ。そうすればあるいはそんな思おもいを心こころにいだいたことが、ゆるされるかも知しれない。 23おまえには、まだ苦にがい胆汁たんじゅうがあり、不義ふぎのなわ目めがからみついている。それが、わたしにわかっている」。 24シモンはこれを聞きいて言いった、「仰おおせのような事ことが、わたしの身みに起おこらないように、どうぞ、わたしのために主しゅに祈いのって下ください」。
    


    
      25使徒しとたちは力強ちからづよくあかしをなし、また主しゅの言ことばを語かたった後のち、サマリヤ人ひとの多おおくの村々むらむらに福音ふくいんを宣のべ伝つたえて、エルサレムに帰かえった。
    


    
      26しかし、主しゅの使つかいがピリポにむかって言いった、「立たって南方なんぽうに行いき、エルサレムからガザへ下くだる道みちに出でなさい」（このガザは、今いまは荒あれはてている）。 27そこで、彼かれは立たって出でかけた。すると、ちょうど、エチオピヤ人じんの女王じょおうカンダケの高官こうかんで、女王じょおうの財宝ざいほう全部ぜんぶを管理かんりしていた宦官かんがんであるエチオピヤ人じんが、礼拝れいはいのためエルサレムに上のぼり、 28その帰途きとについていたところであった。彼かれは自分じぶんの馬車ばしゃに乗のって、預言者よげんしゃイザヤの書しょを読よんでいた。 29御霊みたまがピリポに「進すすみ寄よって、あの馬車ばしゃに並ならんで行いきなさい」と言いった。 30そこでピリポが駆かけて行いくと、預言者よげんしゃイザヤの書しょを読よんでいるその人ひとの声こえが聞きこえたので、「あなたは、読よんでいることが、おわかりですか」と尋たずねた。 31彼かれは「だれかが、手てびきをしてくれなければ、どうしてわかりましょう」と答こたえた。そして、馬車ばしゃに乗のって一緒いっしょにすわるようにと、ピリポにすすめた。 32彼かれが読よんでいた聖書せいしょの箇所かしょは、これであった、

      
        「彼かれは、ほふり場ばに引ひかれて行いく羊ひつじのように、

        また、黙々もくもくとして、

        毛けを刈かる者ものの前まえに立たつ小羊こひつじのように、

        口くちを開ひらかない。

        33彼かれは、いやしめられて、

        そのさばきも行おこなわれなかった。

        だれが、彼かれの子孫しそんのことを語かたることができようか、

        彼かれの命いのちが地上ちじょうから取とり去さられているからには」。

      
34宦官かんがんはピリポにむかって言いった、「お尋たずねしますが、ここで預言者よげんしゃはだれのことを言いっているのですか。自分じぶんのことですか、それとも、だれかほかの人ひとのことですか」。 35そこでピリポは口くちを開ひらき、この聖せい句くから説とき起おこして、イエスのことを宣のべ伝つたえた。 36道みちを進すすんで行いくうちに、水みずのある所ところにきたので、宦官かんがんが言いった、「ここに水みずがあります。わたしがバプテスマを受うけるのに、なんのさしつかえがありますか」。〔 37これに対たいして、ピリポは、「あなたがまごころから信しんじるなら、受うけてさしつかえはありません」と言いった。すると、彼かれは「わたしは、イエス・キリストを神かみの子こと信しんじます」と答こたえた。〕 38そこで車くるまをとめさせ、ピリポと宦官かんがんと、ふたりとも、水みずの中なかに降おりて行いき、ピリポが宦官かんがんにバプテスマを授さづけた。 39ふたりが水みずから上あがると、主しゅの霊れいがピリポをさらって行いったので、宦官かんがんはもう彼かれを見みることができなかった。宦官かんがんはよろこびながら旅たびをつづけた。 40その後のち、ピリポはアゾトに姿すがたをあらわして、町々まちまちをめぐり歩あるき、いたるところで福音ふくいんを宣のべ伝つたえて、ついにカイザリヤに着ついた。
    

  


  


  
    第九章


    
      1さてサウロは、なおも主しゅの弟子でしたちに対たいする脅迫きょうはく、殺害さつがいの息いきをはずませながら、大祭司だいさいしのところに行いって、 2ダマスコの諸しょ会堂かいどうあての添書てんしょを求もとめた。それは、この道みちの者ものを見みつけ次第しだい、男女だんじょの別べつなく縛しばりあげて、エルサレムにひっぱって来くるためであった。 3ところが、道みちを急いそいでダマスコの近ちかくにきたとき、突然とつぜん、天てんから光ひかりがさして、彼かれをめぐり照てらした。 4彼かれは地ちに倒たおれたが、その時とき「サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害はくがいするのか」と呼よびかける声こえを聞きいた。 5そこで彼かれは「主しゅよ、あなたは、どなたですか」と尋たずねた。すると答こたえがあった、「わたしは、あなたが迫害はくがいしているイエスである。 6さあ立たって、町まちにはいって行いきなさい。そうすれば、そこであなたのなすべき事ことが告つげられるであろう」。 7サウロの同行者どうこうしゃたちは物ものも言いえずに立たっていて、声こえだけは聞きこえたが、だれも見みえなかった。 8サウロは地ちから起おき上あがって目めを開ひらいてみたが、何なにも見みえなかった。そこで人々ひとびとは、彼かれの手てを引ひいてダマスコへ連つれて行いった。 9彼かれは三日間かかん、目めが見みえず、また食たべることも飲のむこともしなかった。
    


    
      10さて、ダマスコにアナニヤというひとりの弟子でしがいた。この人ひとに主しゅが幻まぼろしの中なかに現あらわれて、「アナニヤよ」とお呼よびになった。彼かれは「主しゅよ、わたしでございます」と答こたえた。 11そこで主しゅが彼かれに言いわれた、「立たって、『真ますぐ』という名なの路地ろじに行いき、ユダの家いえでサウロというタルソ人びとを尋たずねなさい。彼かれはいま祈いのっている。 12彼かれはアナニヤという人ひとがはいってきて、手てを自分じぶんの上うえにおいて再ふたたび見みえるようにしてくれるのを、幻まぼろしで見みたのである」。 13アナニヤは答こたえた、「主しゅよ、あの人ひとがエルサレムで、どんなにひどい事ことをあなたの聖徒せいとたちにしたかについては、多おおくの人ひとたちから聞きいています。 14そして彼かれはここでも、御名みなをとなえる者ものたちをみな捕縛ほばくする権けんを、祭司長さいしちょうたちから得えてきているのです」。 15しかし、主しゅは仰おおせになった、「さあ、行いきなさい。あの人ひとは、異邦人いほうじんたち、王おうたち、またイスラエルの子こらにも、わたしの名なを伝つたえる器うつわとして、わたしが選えらんだ者ものである。 16わたしの名なのために彼かれがどんなに苦くるしまなければならないかを、彼かれに知しらせよう」。 17そこでアナニヤは、出でかけて行いってその家いえにはいり、手てをサウロの上うえにおいて言いった、「兄弟きょうだいサウロよ、あなたが来くる途中とちゅうで現あらわれた主しゅイエスは、あなたが再ふたたび見みえるようになるため、そして聖霊せいれいに満みたされるために、わたしをここにおつかわしになったのです」。 18するとたちどころに、サウロの目めから、うろこのようなものが落おちて、元もとどおり見みえるようになった。そこで彼かれは立たってバプテスマを受うけ、 19また食事しょくじをとって元気げんきを取とりもどした。
    


    
      サウロは、ダマスコにいる弟子でしたちと共ともに数日間すうじつかんを過すごしてから、 20ただちに諸しょ会堂かいどうでイエスのことを宣のべ伝つたえ、このイエスこそ神かみの子こであると説ときはじめた。 21これを聞きいた人ひとたちはみな非常ひじょうに驚おどろいて言いった、「あれは、エルサレムでこの名なをとなえる者ものたちを苦くるしめた男おとこではないか。その上うえここにやってきたのも、彼かれらを縛しばりあげて、祭司長さいしちょうたちのところへひっぱって行いくためではなかったか」。 22しかし、サウロはますます力ちからが加くわわり、このイエスがキリストであることを論証ろんしょうして、ダマスコに住すむユダヤ人じんたちを言いい伏ふせた。
    


    
      23相当そうとうの日数にっすうがたったころ、ユダヤ人じんたちはサウロを殺ころす相談そうだんをした。 24ところが、その陰謀いんぼうが彼かれの知しるところとなった。彼かれらはサウロを殺ころそうとして、夜昼よるひる、町まちの門もんを見守みまもっていたのである。 25そこで彼かれの弟子でしたちが、夜よるの間あいだに彼かれをかごに乗のせて、町まちの城壁じょうへきづたいにつりおろした。
    


    
      26サウロはエルサレムに着ついて、弟子でしたちの仲間なかまに加くわわろうと努つとめたが、みんなの者ものは彼かれを弟子でしだとは信しんじないで、恐おそれていた。 27ところが、バルナバは彼かれの世話せわをして使徒しとたちのところへ連つれて行いき、途中とちゅうで主しゅが彼かれに現あらわれて語かたりかけたことや、彼かれがダマスコでイエスの名なで大胆だいたんに宣のべ伝つたえた次第しだいを、彼かれらに説明せつめいして聞きかせた。 28それ以来いらい、彼かれは使徒しとたちの仲間なかまに加くわわり、エルサレムに出入でいりし、主しゅの名なによって大胆だいたんに語かたり、 29ギリシヤ語ごを使つかうユダヤ人じんたちとしばしば語かたり合あい、また論ろんじ合あった。しかし、彼かれらは彼かれを殺ころそうとねらっていた。 30兄弟きょうだいたちはそれと知しって、彼かれをカイザリヤに連つれてくだり、タルソへ送おくり出だした。
    


    
      31こうして教会きょうかいは、ユダヤ、ガリラヤ、サマリヤ全ぜん地方ちほうにわたって平安へいあんを保たもち、基礎きそがかたまり、主しゅをおそれ聖霊せいれいにはげまされて歩あゆみ、次第しだいに信徒しんとの数かずを増まして行いった。
    


    
      32ペテロは方々ほうぼうをめぐり歩あるいたが、ルダに住すむ聖徒せいとたちのところへも下くだって行いった。 33そして、そこで、八年間ねんかんも床とこについているアイネヤという人ひとに会あった。この人ひとは中風ちゅうぶであった。 34ペテロが彼かれに言いった、「アイネヤよ、イエス・キリストがあなたをいやして下くださるのだ。起おきなさい。そして床とこを取とりあげなさい」。すると、彼かれはただちに起おきあがった。 35ルダとサロンに住すむ人ひとたちは、みなそれを見みて、主しゅに帰依きえした。
    


    
      36ヨッパにタビタ（これを訳やくすと、ドルカス、すなわち、かもしか）という女おんな弟子でしがいた。数々かずかずのよい働はたらきや施ほどこしをしていた婦人ふじんであった。 37ところが、そのころ病気びょうきになって死しんだので、人々ひとびとはそのからだを洗あらって、屋上おくじょうの間まに安置あんちした。 38ルダはヨッパに近ちかかったので、弟子でしたちはペテロがルダにきていると聞きき、ふたりの者ものを彼かれのもとにやって、「どうぞ、早はやくこちらにおいで下ください」と頼たのんだ。 39そこでペテロは立たって、ふたりの者ものに連つれられてきた。彼かれが着つくとすぐ、屋上おくじょうの間まに案内あんないされた。すると、やもめたちがみんな彼かれのそばに寄よってきて、ドルカスが生前せいぜんつくった下着したぎや上着うわぎの数々かずかずを、泣なきながら見みせるのであった。 40ペテロはみんなの者ものを外そとに出だし、ひざまずいて祈いのった。それから死体したいの方ほうに向むいて、「タビタよ、起おきなさい」と言いった。すると彼女かのじょは目めをあけ、ペテロを見みて起おきなおった。 41ペテロは彼女かのじょに手てをかして立たたせた。それから、聖徒せいとたちや、やもめたちを呼よび入いれて、彼女かのじょが生いきかえっているのを見みせた。 42このことがヨッパ中ちゅうに知しれわたり、多おおくの人々ひとびとが主しゅを信しんじた。 43ペテロは、皮かわなめしシモンという人ひとの家いえに泊とまり、しばらくの間あいだヨッパに滞在たいざいした。
    

  


  


  
    第十章


    
      1さて、カイザリヤにコルネリオという名なの人ひとがいた。イタリヤ隊たいと呼よばれた部隊ぶたいの百卒長ひゃくそつちょうで、 2信心しんじん深ぶかく、家族かぞく一同いちどうと共ともに神かみを敬うやまい、民たみに数々かずかずの施ほどこしをなし、絶たえず神かみに祈いのりをしていた。 3ある日ひの午後ごご三時じごろ、神かみの使つかいが彼かれのところにきて、「コルネリオよ」と呼よぶのを、幻まぼろしではっきり見みた。 4彼かれは御使みつかいを見みつめていたが、恐おそろしくなって、「主しゅよ、なんでございますか」と言いった。すると御使みつかいが言いった、「あなたの祈いのりや施ほどこしは神かみのみ前まえにとどいて、おぼえられている。 5ついては今いま、ヨッパに人ひとをやって、ペテロと呼よばれるシモンという人ひとを招まねきなさい。 6この人ひとは、海うみべに家いえをもつ皮かわなめしシモンという者ものの客きゃくとなっている」。 7このお告つげをした御使みつかいが立たち去さったのち、コルネリオは、僕しもべふたりと、部下ぶかの中なかで信心しんじん深ぶかい兵卒へいそつひとりとを呼よび、 8いっさいの事ことを説明せつめいして聞きかせ、ヨッパへ送おくり出だした。
    


    
      9翌日よくじつ、この三人にんが旅たびをつづけて町まちの近ちかくにきたころ、ペテロは祈いのりをするため屋上おくじょうにのぼった。時ときは昼ひるの十二時じごろであった。 10彼かれは空腹くうふくをおぼえて、何なにか食たべたいと思おもった。そして、人々ひとびとが食事しょくじの用意よういをしている間あいだに、夢心地ゆめごこちになった。 11すると、天てんが開ひらけ、大おおきな布ぬののような入いれ物ものが、四よすみをつるされて、地上ちじょうに降おりて来くるのを見みた。 12その中なかには、地上ちじょうの四つ足あしや這はうもの、また空そらの鳥とりなど、各種かくしゅの生いきものがはいっていた。 13そして声こえが彼かれに聞きこえてきた、「ペテロよ。立たって、それらをほふって食たべなさい」。 14ペテロは言いった、「主しゅよ、それはできません。わたしは今いままでに、清きよくないもの、汚けがれたものは、何一なにひとつ食たべたことがありません」。 15すると、声こえが二度目どめにかかってきた、「神かみがきよめたものを、清きよくないなどと言いってはならない」。 16こんなことが三度どもあってから、その入いれ物ものはすぐ天てんに引ひき上あげられた。
    


    
      17ペテロが、いま見みた幻まぼろしはなんの事ことだろうかと、ひとり思案しあんにくれていると、ちょうどその時とき、コルネリオから送おくられた人ひとたちが、シモンの家いえを尋たずね当あてて、その門口かどぐちに立たっていた。 18そして声こえをかけて、「ペテロと呼よばれるシモンというかたが、こちらにお泊とまりではございませんか」と尋たずねた。 19ペテロはなおも幻まぼろしについて、思おもいめぐらしていると、御霊みたまが言いった、「ごらんなさい、三人にんの人ひとたちが、あなたを尋たずねてきている。 20さあ、立たって下したに降おり、ためらわないで、彼かれらと一緒いっしょに出でかけるがよい。わたしが彼かれらをよこしたのである」。 21そこでペテロは、その人ひとたちのところに降おりて行いって言いった、「わたしがお尋たずねのペテロです。どんなご用ようでおいでになったのですか」。 22彼かれらは答こたえた、「正ただしい人ひとで、神かみを敬うやまい、ユダヤの全国民ぜんこくみんに好感こうかんを持もたれている百卒長ひゃくそつちょうコルネリオが、あなたを家いえに招まねいてお話はなしを伺うかがうようにとのお告つげを、聖せいなる御使みつかいから受うけましたので、参まいりました」。 23そこで、ペテロは、彼かれらを迎むかえて泊とまらせた。
    


    
      翌日よくじつ、ペテロは立たって、彼かれらと連つれだって出で発はっした。ヨッパの兄弟きょうだいたち数人すうにんも一緒いっしょに行いった。 24その次つぎの日ひに、一行いっこうはカイザリヤに着ついた。コルネリオは親族しんぞくや親したしい友人ゆうじんたちを呼よび集あつめて、待まっていた。 25ペテロがいよいよ到着とうちゃくすると、コルネリオは出迎でむかえて、彼かれの足あしもとにひれ伏ふして拝はいした。 26するとペテロは、彼かれを引ひき起おこして言いった、「お立たちなさい。わたしも同おなじ人間にんげんです」。 27それから共ともに話はなしながら、へやにはいって行いくと、そこには、すでに大おおぜいの人ひとが集あつまっていた。 28ペテロは彼かれらに言いった、「あなたがたが知しっているとおり、ユダヤ人じんが他国たこくの人ひとと交際こうさいしたり、出入でいりしたりすることは、禁きんじられています。ところが、神かみは、どんな人間にんげんをも清きよくないとか、汚けがれているとか言いってはならないと、わたしにお示しめしになりました。 29お招まねきにあずかった時とき、少すこしもためらわずに参まいったのは、そのためなのです。そこで伺うかがいますが、どういうわけで、わたしを招まねいてくださったのですか」。 30これに対たいしてコルネリオが答こたえた、「四日か前まえ、ちょうどこの時刻じこくに、わたしが自宅じたくで午後ごご三時じの祈いのりをしていますと、突然とつぜん、輝かがやいた衣ころもを着きた人ひとが、前まえに立たって申もうしました、 31『コルネリオよ、あなたの祈いのりは聞ききいれられ、あなたの施ほどこしは神かみのみ前まえにおぼえられている。 32そこでヨッパに人ひとを送おくってペテロと呼よばれるシモンを招まねきなさい。その人ひとは皮かわなめしシモンの海沿うみぞいの家いえに泊とまっている』。 33それで、早速さっそくあなたをお呼よびしたのです。ようこそおいで下くださいました。今いまわたしたちは、主しゅがあなたにお告つげになったことを残のこらず伺うかがおうとして、みな神かみのみ前まえにまかり出でているのです」。
    


    
      34そこでペテロは口くちを開ひらいて言いった、「神かみは人ひとをかたよりみないかたで、 35神かみを敬うやまい義ぎを行おこなう者ものはどの国民こくみんでも受うけいれて下くださることが、ほんとうによくわかってきました。 36あなたがたは、神かみがすべての者ものの主しゅなるイエス・キリストによって平和へいわの福音ふくいんを宣のべ伝つたえて、イスラエルの子こらにお送おくり下くださった御言みことばをご存ぞんじでしょう。 37それは、ヨハネがバプテスマを説といた後のち、ガリラヤから始はじまってユダヤ全土ぜんどにひろまった福音ふくいんを述のべたものです。 38神かみはナザレのイエスに聖霊せいれいと力ちからとを注そそがれました。このイエスは、神かみが共ともにおられるので、よい働はたらきをしながら、また悪魔あくまに押おさえつけられている人々ひとびとをことごとくいやしながら、巡回じゅんかいされました。 39わたしたちは、イエスがこうしてユダヤ人じんの地ちやエルサレムでなさったすべてのことの証人しょうにんであります。人々ひとびとはこのイエスを木きにかけて殺ころしたのです。 40しかし神かみはイエスを三日か目めによみがえらせ、 41全部ぜんぶの人々ひとびとにではなかったが、わたしたち証人しょうにんとしてあらかじめ選えらばれた者ものたちに現あらわれるようにして下くださいました。わたしたちは、イエスが死人しにんの中なかから復活ふっかつされた後のち、共ともに飲食いんしょくしました。 42それから、イエスご自身じしんが生者せいじゃと死者ししゃとの審判者しんぱんしゃとして神かみに定さだめられたかたであることを、人々ひとびとに宣のべ伝つたえ、またあかしするようにと、神かみはわたしたちにお命めいじになったのです。 43預言者よげんしゃたちもみな、イエスを信しんじる者ものはことごとく、その名なによって罪つみのゆるしが受うけられると、あかしをしています」。
    


    
      44ペテロがこれらの言葉ことばをまだ語かたり終おえないうちに、それを聞きいていたみんなの人ひとたちに、聖霊せいれいがくだった。 45割礼かつれいを受うけている信者しんじゃで、ペテロについてきた人ひとたちは、異邦人いほうじんたちにも聖霊せいれいの賜物たまものが注そそがれたのを見みて、驚おどろいた。 46それは、彼かれらが異言いげんを語かたって神かみをさんびしているのを聞きいたからである。そこで、ペテロが言いい出だした、 47「この人ひとたちがわたしたちと同おなじように聖霊せいれいを受うけたからには、彼かれらに水みずでバプテスマを授さづけるのを、だれがこばみ得えようか」。 48こう言いって、ペテロはその人々ひとびとに命めいじて、イエス・キリストの名なによってバプテスマを受うけさせた。それから、彼かれらはペテロに願ねがって、なお数日すうじつのあいだ滞在たいざいしてもらった。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1さて、異邦人いほうじんたちも神かみの言ことばを受うけいれたということが、使徒しとたちやユダヤにいる兄弟きょうだいたちに聞きこえてきた。 2そこでペテロがエルサレムに上のぼったとき、割礼かつれいを重おもんじる者ものたちが彼かれをとがめて言いった、 3「あなたは、割礼かつれいのない人ひとたちのところに行いって、食事しょくじを共ともにしたということだが」。 4そこでペテロは口くちを開ひらいて、順序じゅんじょ正ただしく説明せつめいして言いった、 5「わたしがヨッパの町まちで祈いのっていると、夢心地ゆめごこちになって幻まぼろしを見みた。大おおきな布ぬののような入いれ物ものが、四よすみをつるされて、天てんから降おりてきて、わたしのところにとどいた。 6注意ちゅういして見みつめていると、地上ちじょうの四つ足あし、野のの獣けもの、這はうもの、空そらの鳥とりなどが、はいっていた。 7それから声こえがして、『ペテロよ、立たって、それらをほふって食たべなさい』と、わたしに言いうのが聞きこえた。 8わたしは言いった、『主しゅよ、それはできません。わたしは今いままでに、清きよくないものや汚けがれたものを口くちに入いれたことが一度いちどもございません』。 9すると、二度目どめに天てんから声こえがかかってきた、『神かみがきよめたものを、清きよくないなどと言いってはならない』。 10こんなことが三度どもあってから、全部ぜんぶのものがまた天てんに引ひき上あげられてしまった。 11ちょうどその時とき、カイザリヤからつかわされてきた三人にんの人ひとが、わたしたちの泊とまっていた家いえに着ついた。 12御霊みたまがわたしに、ためらわずに彼かれらと共ともに行いけと言いったので、ここにいる六人にんの兄弟きょうだいたちも、わたしと一緒いっしょに出でかけて行いき、一同いちどうがその人ひとの家いえにはいった。 13すると彼かれはわたしたちに、御使みつかいが彼かれの家いえに現あらわれて、『ヨッパに人ひとをやって、ペテロと呼よばれるシモンを招まねきなさい。 14この人ひとは、あなたとあなたの全ぜん家族かぞくとが救すくわれる言葉ことばを語かたって下くださるであろう』と告つげた次第しだいを、話はなしてくれた。 15そこでわたしが語かたり出だしたところ、聖霊せいれいが、ちょうど最初さいしょわたしたちの上うえにくだったと同おなじように、彼かれらの上うえにくだった。 16その時ときわたしは、主しゅが『ヨハネは水みずでバプテスマを授さづけたが、あなたがたは聖霊せいれいによってバプテスマを受うけるであろう』と仰おおせになった言葉ことばを思おもい出だした。 17このように、わたしたちが主しゅイエス・キリストを信しんじた時ときに下くださったのと同おなじ賜物たまものを、神かみが彼かれらにもお与あたえになったとすれば、わたしのような者ものが、どうして神かみを妨さまたげることができようか」。 18人々ひとびとはこれを聞きいて黙だまってしまった。それから神かみをさんびして、「それでは神かみは、異邦人いほうじんにも命いのちにいたる悔改くいあらためをお与あたえになったのだ」と言いった。
    


    
      19さて、ステパノのことで起おこった迫害はくがいのために散ちらされた人々ひとびとは、ピニケ、クプロ、アンテオケまでも進すすんで行いったが、ユダヤ人じん以外いがいの者ものには、だれにも御言みことばを語かたっていなかった。 20ところが、その中なかに数人すうにんのクプロ人びととクレネ人びとがいて、アンテオケに行いってからギリシヤ人じんにも呼よびかけ、主しゅイエスを宣のべ伝つたえていた。 21そして、主しゅのみ手てが彼かれらと共ともにあったため、信しんじて主しゅに帰依きえするものの数かずが多おおかった。
    


    
      22このうわさがエルサレムにある教会きょうかいに伝つたわってきたので、教会きょうかいはバルナバをアンテオケにつかわした。 23彼かれは、そこに着ついて、神かみのめぐみを見みてよろこび、主しゅに対たいする信仰しんこうを揺ゆるがない心こころで持もちつづけるようにと、みんなの者ものを励はげました。 24彼かれは聖霊せいれいと信仰しんこうとに満みちた立派りっぱな人ひとであったからである。こうして主しゅに加くわわる人々ひとびとが、大おおぜいになった。 25そこでバルナバはサウロを捜さがしにタルソへ出でかけて行いき、 26彼かれを見みつけたうえ、アンテオケに連つれて帰かえった。ふたりは、まる一年ねん、ともどもに教会きょうかいで集あつまりをし、大おおぜいの人々ひとびとを教おしえた。このアンテオケで初はじめて、弟子でしたちがクリスチャンと呼よばれるようになった。
    


    
      27そのころ、預言者よげんしゃたちがエルサレムからアンテオケにくだってきた。 28その中なかのひとりであるアガボという者ものが立たって、世界中せかいじゅうに大だいききんが起おこるだろうと、御霊みたまによって預言よげんしたところ、果はたしてそれがクラウデオ帝ていの時ときに起おこった。 29そこで弟子でしたちは、それぞれの力ちからに応おうじて、ユダヤに住すんでいる兄弟きょうだいたちに援助えんじょを送おくることに決きめた。 30そして、それをバルナバとサウロとの手てに託たくして、長老ちょうろうたちに送おくりとどけた。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1そのころ、ヘロデ王おうは教会きょうかいのある者ものたちに圧迫あっぱくの手てをのばし、 2ヨハネの兄弟きょうだいヤコブをつるぎで切きり殺ころした。 3そして、それがユダヤ人じんたちの意いにかなったのを見みて、さらにペテロをも捕とらえにかかった。それは除酵祭じょこうさいの時ときのことであった。 4ヘロデはペテロを捕とらえて獄ごくに投とうじ、四人にん一組くみの兵卒へいそつ四組くみに引ひき渡わたして、見張みはりをさせておいた。過越すぎこしの祭まつりのあとで、彼かれを民衆みんしゅうの前まえに引ひき出だすつもりであったのである。 5こうして、ペテロは獄ごくに入いれられていた。教会きょうかいでは、彼かれのために熱心ねっしんな祈いのりが神かみにささげられた。
    


    
      6ヘロデが彼かれを引ひき出だそうとしていたその夜よる、ペテロは二重にじゅうの鎖くさりにつながれ、ふたりの兵卒へいそつの間あいだに置おかれて眠ねむっていた。番兵ばんぺいたちは戸口とぐちで獄ごくを見張みはっていた。 7すると、突然とつぜん、主しゅの使つかいがそばに立たち、光ひかりが獄内ごくないを照てらした。そして御使みつかいはペテロのわき腹ばらをつついて起おこし、「早はやく起おきあがりなさい」と言いった。すると鎖くさりが彼かれの両手りょうてから、はずれ落おちた。 8御使みつかいが「帯おびをしめ、くつをはきなさい」と言いったので、彼かれはそのとおりにした。それから「上着うわぎを着きて、ついてきなさい」と言いわれたので、 9ペテロはついて出でて行いった。彼かれには御使みつかいのしわざが現実げんじつのこととは考かんがえられず、ただ幻まぼろしを見みているように思おもわれた。 10彼かれらは第だい一、第だい二の衛所えいしょを通とおりすぎて、町まちに抜ぬける鉄てつ門もんのところに来くると、それがひとりでに開ひらいたので、そこを出でて一つの通路つうろに進すすんだとたんに、御使みつかいは彼かれを離はなれ去さった。 11その時ときペテロはわれにかえって言いった、「今いまはじめて、ほんとうのことがわかった。主しゅが御使みつかいをつかわして、ヘロデの手てから、またユダヤ人じんたちの待まちもうけていたあらゆる災わざわいから、わたしを救すくい出だして下くださったのだ」。
    


    
      12ペテロはこうとわかってから、マルコと呼よばれているヨハネの母ははマリヤの家いえに行いった。その家いえには大おおぜいの人ひとが集あつまって祈いのっていた。 13彼かれが門もんの戸とをたたいたところ、ロダという女中じょちゅうが取次とりつぎに出でてきたが、 14ペテロの声こえだとわかると、喜よろこびのあまり、門もんをあけもしないで家いえに駆かけ込こみ、ペテロが門口かどぐちに立たっていると報告ほうこくした。 15人々ひとびとは「あなたは気きが狂くるっている」と言いったが、彼女かのじょは自分じぶんの言いうことに間違まちがいはないと、言いい張はった。そこで彼かれらは「それでは、ペテロの御使みつかいだろう」と言いった。 16しかし、ペテロが門もんをたたきつづけるので、彼かれらがあけると、そこにペテロがいたのを見みて驚おどろいた。 17ペテロは手てを振ふって彼かれらを静しずめ、主しゅが獄ごくから彼かれを連つれ出だして下くださった次第しだいを説明せつめいし、「このことを、ヤコブやほかの兄弟きょうだいたちに伝つたえて下ください」と言いい残のこして、どこかほかの所ところへ出でて行いった。
    


    
      18夜よが明あけると、兵卒へいそつたちの間あいだに、ペテロはいったいどうなったのだろうと、大たいへんな騒さわぎが起おこった。 19ヘロデはペテロを捜さがしても見みつからないので、番兵ばんぺいたちを取とり調しらべたうえ、彼かれらを死刑しけいに処しょするように命めいじ、そして、ユダヤからカイザリヤにくだって行いって、そこに滞在たいざいした。
    


    
      20さて、ツロとシドンとの人々ひとびとは、ヘロデの怒いかりに触ふれていたので、一同いちどううちそろって王おうをおとずれ、王おうの侍従じじゅう官かんブラストに取とりいって、和解わかいかたを依頼いらいした。彼かれらの地方ちほうが、王おうの国くにから食糧しょくりょうを得えていたからである。 21定さだめられた日ひに、ヘロデは王おう服ふくをまとって王座おうざにすわり、彼かれらにむかって演説えんぜつをした。 22集あつまった人々ひとびとは、「これは神かみの声こえだ、人間にんげんの声こえではない」と叫さけびつづけた。 23するとたちまち、主しゅの使つかいが彼かれを打うった。神かみに栄光えいこうを帰きすることをしなかったからである。彼かれは虫むしにかまれて息いきが絶たえてしまった。
    


    
      24こうして、主しゅの言ことばはますます盛さかんにひろまって行いった。
    


    
      25バルナバとサウロとは、その任務にんむを果はたしたのち、マルコと呼よばれていたヨハネを連つれて、エルサレムから帰かえってきた。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1さて、アンテオケにある教会きょうかいには、バルナバ、ニゲルと呼よばれるシメオン、クレネ人びとルキオ、領主りょうしゅヘロデの乳兄弟ちきょうだいマナエン、およびサウロなどの預言者よげんしゃや教師きょうしがいた。 2一同いちどうが主しゅに礼拝れいはいをささげ、断食だんじきをしていると、聖霊せいれいが「さあ、バルナバとサウロとを、わたしのために聖せい別べつして、彼かれらに授さづけておいた仕事しごとに当あたらせなさい」と告つげた。 3そこで一同いちどうは、断食だんじきと祈いのりとをして、手てをふたりの上うえにおいた後のち、出発しゅっぱつさせた。
    


    
      4ふたりは聖霊せいれいに送おくり出だされて、セルキヤにくだり、そこから舟ふねでクプロに渡わたった。 5そしてサラミスに着つくと、ユダヤ人じんの諸しょ会堂かいどうで神かみの言ことばを宣のべはじめた。彼かれらはヨハネを助たすけ手てとして連つれていた。 6島しま全体ぜんたいを巡回じゅんかいして、パポスまで行いったところ、そこでユダヤ人じんの魔術まじゅつ師し、バルイエスというにせ預言者よげんしゃに出会であった。 7彼かれは地方ちほう総督そうとくセルギオ・パウロのところに出入でいりをしていた。この総督そうとくは賢明けんめいな人ひとであって、バルナバとサウロとを招まねいて、神かみの言ことばを聞きこうとした。 8ところが魔術まじゅつ師しエルマ（彼かれの名なは「魔術まじゅつ師し」との意い）は、総督そうとくを信仰しんこうからそらそうとして、しきりにふたりの邪魔じゃまをした。 9サウロ、またの名なはパウロ、は聖霊せいれいに満みたされ、彼かれをにらみつけて 10言いった、「ああ、あらゆる偽いつわりと邪悪じゃあくとでかたまっている悪魔あくまの子こよ、すべて正ただしいものの敵てきよ。主しゅのまっすぐな道みちを曲まげることを止やめないのか。 11見みよ、主しゅのみ手てがおまえの上うえに及およんでいる。おまえは盲めくらになって、当分とうぶん、日ひの光ひかりが見みえなくなるのだ」。たちまち、かすみとやみとが彼かれにかかったため、彼かれは手てさぐりしながら、手てを引ひいてくれる人ひとを捜さがしまわった。 12総督そうとくはこの出来事できごとを見みて、主しゅの教おしえにすっかり驚おどろき、そして信しんじた。
    


    
      13パウロとその一行いっこうは、パポスから船出ふなでして、パンフリヤのペルガに渡わたった。ここでヨハネは一行いっこうから身みを引ひいて、エルサレムに帰かえってしまった。 14しかしふたりは、ペルガからさらに進すすんで、ピシデヤのアンテオケに行いき、安息日あんそくにちに会堂かいどうにはいって席せきに着ついた。 15律法りっぽうと預言よげん書しょの朗読ろうどくがあったのち、会堂司かいどうづかさたちが彼かれらのところに人ひとをつかわして、「兄弟きょうだいたちよ、もしあなたがたのうち、どなたか、この人々ひとびとに何なにか奨励しょうれいの言葉ことばがありましたら、どうぞお話はなし下ください」と言いわせた。 16そこでパウロが立たちあがり、手てを振ふりながら言いった。
    


    
      「イスラエルの人ひとたち、ならびに神かみを敬うやまうかたがたよ、お聞きき下ください。 17この民たみイスラエルの神かみは、わたしたちの先祖せんぞを選えらび、エジプトの地ちに滞在たいざい中ちゅう、この民たみを大おおいなるものとし、み腕うでを高たかくさし上あげて、彼かれらをその地ちから導みちびき出だされた。 18そして約やく四十年ねんにわたって、荒野あらので彼かれらをはぐくみ、 19カナンの地ちでは七つの異い民族みんぞくを打うち滅ほろぼし、その地ちを彼かれらに譲ゆずり与あたえられた。 20それらのことが約やく四百五十年ねんの年月ねんげつにわたった。その後のち、神かみはさばき人ひとたちをおつかわしになり、預言者よげんしゃサムエルの時ときに及およんだ。 21その時とき、人々ひとびとが王おうを要求ようきゅうしたので、神かみはベニヤミン族ぞくの人ひと、キスの子こサウロを四十年間ねんかん、彼かれらにおつかわしになった。 22それから神かみはサウロを退しりぞけ、ダビデを立たてて王おうとされたが、彼かれについてあかしをして、『わたしはエッサイの子こダビデを見みつけた。彼かれはわたしの心こころにかなった人ひとで、わたしの思おもうところを、ことごとく実行じっこうしてくれるであろう』と言いわれた。 23神かみは約束やくそくにしたがって、このダビデの子孫しそんの中なかから救主すくいぬしイエスをイスラエルに送おくられたが、 24そのこられる前まえに、ヨハネがイスラエルのすべての民たみに悔改くいあらためのバプテスマを、あらかじめ宣のべ伝つたえていた。 25ヨハネはその一生いっしょうの行程こうていを終おわろうとするに当あたって言いった、『わたしは、あなたがたが考かんがえているような者ものではない。しかし、わたしのあとから来くるかたがいる。わたしはそのくつを脱ぬがせてあげる値ねうちもない』。 26兄弟きょうだいたち、アブラハムの子孫しそんのかたがた、ならびに皆みなさんの中なかの神かみを敬うやまう人ひとたちよ。この救すくいの言葉ことばはわたしたちに送おくられたのである。 27エルサレムに住すむ人々ひとびとやその指導者しどうしゃたちは、イエスを認みとめずに刑けいに処しょし、それによって、安息日あんそくにちごとに読よむ預言者よげんしゃの言葉ことばが成就じょうじゅした。 28また、なんら死しに当あたる理由りゆうが見みいだせなかったのに、ピラトに強要きょうようしてイエスを殺ころしてしまった。 29そして、イエスについて書かいてあることを、皆みななし遂とげてから、人々ひとびとはイエスを木きから取とりおろして墓はかに葬ほうむった。 30しかし、神かみはイエスを死人しにんの中なかから、よみがえらせたのである。 31イエスは、ガリラヤからエルサレムへ一緒いっしょに上のぼった人ひとたちに、幾日いくにちものあいだ現あらわれ、そして、彼かれらは今いまや、人々ひとびとに対たいしてイエスの証人しょうにんとなっている。 32わたしたちは、神かみが先祖せんぞたちに対たいしてなされた約束やくそくを、ここに宣のべ伝つたえているのである。 33神かみは、イエスをよみがえらせて、わたしたち子孫しそんにこの約束やくそくを、お果はたしになった。それは詩篇しへんの第だい二篇へんにも、『あなたこそは、わたしの子こ。きょう、わたしはあなたを生うんだ』と書かいてあるとおりである。 34また、神かみがイエスを死人しにんの中なかからよみがえらせて、いつまでも朽くち果はてることのないものとされたことについては、『わたしは、ダビデに約束やくそくした確たしかな聖せいなる祝福しゅくふくを、あなたがたに授さづけよう』と言いわれた。 35だから、ほかの箇所かしょでもこう言いっておられる、『あなたの聖者せいじゃが朽くち果はてるようなことは、お許ゆるしにならないであろう』。 36事実じじつ、ダビデは、その時代じだいの人々ひとびとに神かみのみ旨むねにしたがって仕つかえたが、やがて眠ねむりにつき、先祖せんぞたちの中なかに加くわえられて、ついに朽くち果はててしまった。 37しかし、神かみがよみがえらせたかたは、朽くち果はてることがなかったのである。 38だから、兄弟きょうだいたちよ、この事ことを承知しょうちしておくがよい。すなわち、このイエスによる罪つみのゆるしの福音ふくいんが、今いまやあなたがたに宣のべ伝つたえられている。そして、モーセの律法りっぽうでは義ぎとされることができなかったすべての事ことについても、 39信しんじる者ものはもれなく、イエスによって義ぎとされるのである。 40だから預言者よげんしゃたちの書しょにかいてある次つぎのようなことが、あなたがたの身みに起おこらないように気きをつけなさい。

      
        41『見みよ、侮あなどる者ものたちよ。驚おどろけ、そして滅ほろび去され。

        わたしは、あなたがたの時代じだいに一つの事ことをする。

        それは、人ひとがどんなに説明せつめいして聞きかせても、

        あなたがたのとうてい信しんじないような事ことなのである』」。

      

    


    
      42ふたりが会堂かいどうを出でる時とき、人々ひとびとは次つぎの安息日あんそくにちにも、これと同おなじ話はなしをしてくれるようにと、しきりに願ねがった。 43そして集会しゅうかいが終おわってからも、大おおぜいのユダヤ人じんや信心しんじん深ぶかい改宗者かいしゅうしゃたちが、パウロとバルナバとについてきたので、ふたりは、彼かれらが引ひきつづき神かみのめぐみにとどまっているようにと、説ときすすめた。
    


    
      44次つぎの安息日あんそくにちには、ほとんど全市ぜんしをあげて、神かみの言ことばを聞ききに集あつまってきた。 45するとユダヤ人じんたちは、その群衆ぐんしゅうを見みてねたましく思おもい、パウロの語かたることに口くちぎたなく反対はんたいした。 46パウロとバルナバとは大胆だいたんに語かたった、「神かみの言ことばは、まず、あなたがたに語かたり伝つたえられなければならなかった。しかし、あなたがたはそれを退しりぞけ、自分じぶん自身じしんを永遠えいえんの命いのちにふさわしからぬ者ものにしてしまったから、さあ、わたしたちはこれから方向ほうこうをかえて、異邦人いほうじんたちの方ほうに行いくのだ。 47主しゅはわたしたちに、こう命めいじておられる、

      
        『わたしは、あなたを立たてて異邦人いほうじんの光ひかりとした。

        あなたが地ちの果はてまでも救すくいをもたらすためである』」。

      
48異邦人いほうじんたちはこれを聞きいてよろこび、主しゅの御言みことばをほめたたえてやまなかった。そして、永遠えいえんの命いのちにあずかるように定さだめられていた者ものは、みな信しんじた。 49こうして、主しゅの御言みことばはこの地方ちほう全体ぜんたいにひろまって行いった。 50ところが、ユダヤ人じんたちは、信心しんじん深ぶかい貴婦人きふじんたちや町まちの有力ゆうりょく者しゃたちを煽動せんどうして、パウロとバルナバを迫害はくがいさせ、ふたりをその地方ちほうから追おい出ださせた。 51ふたりは、彼かれらに向むけて足あしのちりを払はらい落おとして、イコニオムへ行いった。 52弟子でしたちは、ますます喜よろこびと聖霊せいれいとに満みたされていた。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1ふたりは、イコニオムでも同おなじようにユダヤ人じんの会堂かいどうにはいって語かたった結果けっか、ユダヤ人じんやギリシヤ人じんが大おおぜい信しんじた。 2ところが、信しんじなかったユダヤ人じんたちは異邦人いほうじんたちをそそのかして、兄弟きょうだいたちに対たいして悪意あくいをいだかせた。 3それにもかかわらず、ふたりは長ながい期間きかんをそこで過すごして、大胆だいたんに主しゅのことを語かたった。主しゅは、彼かれらの手てによってしるしと奇跡きせきとを行おこなわせ、そのめぐみの言葉ことばをあかしされた。 4そこで町まちの人々ひとびとが二派はに分わかれ、ある人ひとたちはユダヤ人じんの側がわにつき、ある人ひとたちは使徒しとの側がわについた。 5その時とき、異邦人いほうじんやユダヤ人じんが役人やくにんたちと一緒いっしょになって反対はんたい運動うんどうを起おこし、使徒しとたちをはずかしめ、石いしで打うとうとしたので、 6ふたりはそれと気きづいて、ルカオニヤの町々まちまち、ルステラ、デルベおよびその附近ふきんの地ちへのがれ、 7そこで引ひきつづき福音ふくいんを伝つたえた。
    


    
      8ところが、ルステラに足あしのきかない人ひとが、すわっていた。彼かれは生うまれながらの足あしなえで、歩あるいた経験けいけんが全まったくなかった。 9この人ひとがパウロの語かたるのを聞きいていたが、パウロは彼かれをじっと見みて、いやされるほどの信仰しんこうが彼かれにあるのを認みとめ、 10大声おおごえで「自分じぶんの足あしで、まっすぐに立たちなさい」と言いった。すると彼かれは踊おどり上あがって歩あるき出だした。 11群衆ぐんしゅうはパウロのしたことを見みて、声こえを張はりあげ、ルカオニヤの地方ちほう語ごで、「神々かみがみが人間にんげんの姿すがたをとって、わたしたちのところにお下くだりになったのだ」と叫さけんだ。 12彼かれらはバルナバをゼウスと呼よび、パウロはおもに語かたる人ひとなので、彼かれをヘルメスと呼よんだ。 13そして、郊外こうがいにあるゼウス神殿しんでんの祭司さいしが、群衆ぐんしゅうと共ともに、ふたりに犠牲ぎせいをささげようと思おもって、雄お牛うし数頭すうとうと花輪はなわとを門前もんぜんに持もってきた。 14ふたりの使徒しとバルナバとパウロとは、これを聞きいて自分じぶんの上着うわぎを引ひき裂さき、群衆ぐんしゅうの中なかに飛とび込こんで行いき、叫さけんで 15言いった、「皆みなさん、なぜこんな事ことをするのか。わたしたちとても、あなたがたと同おなじような人間にんげんである。そして、あなたがたがこのような愚ぐにもつかぬものを捨すてて、天てんと地ちと海うみと、その中なかのすべてのものをお造つくりになった生いける神かみに立たち帰かえるようにと、福音ふくいんを説といているものである。 16神かみは過すぎ去さった時代じだいには、すべての国々くにぐにの人ひとが、それぞれの道みちを行いくままにしておかれたが、 17それでも、ご自分じぶんのことをあかししないでおられたわけではない。すなわち、あなたがたのために天てんから雨あめを降ふらせ、実みのりの季節きせつを与あたえ、食物しょくもつと喜よろこびとで、あなたがたの心こころを満みたすなど、いろいろのめぐみをお与あたえになっているのである」。 18こう言いって、ふたりは、やっとのことで、群衆ぐんしゅうが自分じぶんたちに犠牲ぎせいをささげるのを、思おもい止とどまらせた。
    


    
      19ところが、あるユダヤ人じんたちはアンテオケやイコニオムから押おしかけてきて、群衆ぐんしゅうを仲間なかまに引ひき入いれたうえ、パウロを石いしで打うち、死しんでしまったと思おもって、彼かれを町まちの外そとに引ひきずり出だした。 20しかし、弟子でしたちがパウロを取とり囲かこんでいる間あいだに、彼かれは起おきあがって町まちにはいって行いった。そして翌日よくじつには、バルナバと一緒いっしょにデルベにむかって出でかけた。 21その町まちで福音ふくいんを伝つたえて、大おおぜいの人ひとを弟子でしとした後のち、ルステラ、イコニオム、アンテオケの町々まちまちに帰かえって行いき、 22弟子でしたちを力ちからづけ、信仰しんこうを持もちつづけるようにと奨励しょうれいし、「わたしたちが神かみの国くににはいるのには、多おおくの苦難くなんを経へなければならない」と語かたった。 23また教会きょうかいごとに彼かれらのために長老ちょうろうたちを任命にんめいし、断食だんじきをして祈いのり、彼かれらをその信しんじている主しゅにゆだねた。
    


    
      24それから、ふたりはピシデヤを通過つうかしてパンフリヤにきたが、 25ペルガで御言みことばを語かたった後のち、アタリヤにくだり、 26そこから舟ふねでアンテオケに帰かえった。彼かれらが今いまなし終おわった働はたらきのために、神かみの祝福しゅくふくを受うけて送おくり出だされたのは、このアンテオケからであった。 27彼かれらは到着とうちゃく早々そうそう、教会きょうかいの人々ひとびとを呼よび集あつめて、神かみが彼かれらと共ともにいてして下くださった数々かずかずのこと、また信仰しんこうの門もんを異邦人いほうじんに開ひらいて下くださったことなどを、報告ほうこくした。 28そして、ふたりはしばらくの間あいだ、弟子でしたちと一緒いっしょに過すごした。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1さて、ある人ひとたちがユダヤから下くだってきて、兄弟きょうだいたちに「あなたがたも、モーセの慣例かんれいにしたがって割礼かつれいを受うけなければ、救すくわれない」と、説といていた。 2そこで、パウロやバルナバと彼かれらとの間あいだに、少すくなからぬ紛糾ふんきゅうと争論そうろんとが生しょうじたので、パウロ、バルナバそのほか数人すうにんの者ものがエルサレムに上のぼり、使徒しとたちや長老ちょうろうたちと、この問題もんだいについて協議きょうぎすることになった。 3彼かれらは教会きょうかいの人々ひとびとに見送みおくられ、ピニケ、サマリヤをとおって、道みちすがら、異邦人いほうじんたちの改宗かいしゅうの模様もようをくわしく説明せつめいし、すべての兄弟きょうだいたちを大おおいに喜よろこばせた。 4エルサレムに着つくと、彼かれらは教会きょうかいと使徒しとたち、長老ちょうろうたちに迎むかえられて、神かみが彼かれらと共ともにいてなされたことを、ことごとく報告ほうこくした。 5ところが、パリサイ派はから信仰しんこうにはいってきた人ひとたちが立たって、「異邦人いほうじんにも割礼かつれいを施ほどこし、またモーセの律法りっぽうを守まもらせるべきである」と主張しゅちょうした。
    


    
      6そこで、使徒しとたちや長老ちょうろうたちが、この問題もんだいについて審議しんぎするために集あつまった。 7激はげしい争論そうろんがあった後のち、ペテロが立たって言いった、「兄弟きょうだいたちよ、ご承知しょうちのとおり、異邦人いほうじんがわたしの口くちから福音ふくいんの言葉ことばを聞きいて信しんじるようにと、神かみは初はじめのころに、諸君しょくんの中なかからわたしをお選えらびになったのである。 8そして、人ひとの心こころをご存ぞんじである神かみは、聖霊せいれいをわれわれに賜たまわったと同様どうように彼かれらにも賜たまわって、彼かれらに対たいしてあかしをなし、 9また、その信仰しんこうによって彼かれらの心こころをきよめ、われわれと彼かれらとの間あいだに、なんの分わけへだてもなさらなかった。 10しかるに、諸君しょくんはなぜ、今いまわれわれの先祖せんぞもわれわれ自身じしんも、負おいきれなかったくびきをあの弟子でしたちの首くびにかけて、神かみを試こころみるのか。 11確たしかに、主しゅイエスのめぐみによって、われわれは救すくわれるのだと信しんじるが、彼かれらとても同様どうようである」。
    


    
      12すると、全ぜん会衆かいしゅうは黙だまってしまった。それから、バルナバとパウロとが、彼かれらをとおして異邦人いほうじんの間あいだに神かみが行おこなわれた数々かずかずのしるしと奇跡きせきのことを、説明せつめいするのを聞きいた。 13ふたりが語かたり終おえた後のち、ヤコブはそれに応おうじて述のべた、「兄弟きょうだいたちよ、わたしの意見いけんを聞きいていただきたい。 14神かみが初はじめに異邦人いほうじんたちを顧かえりみて、その中なかから御名みなを負おう民たみを選えらび出だされた次第しだいは、シメオンがすでに説明せつめいした。 15預言者よげんしゃたちの言葉ことばも、それと一致いっちしている。すなわち、こう書かいてある、

      
        16『その後のち、わたしは帰かえってきて、

        倒たおれたダビデの幕屋まくやを建たてかえ、

        くずれた箇所かしょを修理しゅうりし、

        それを立たて直なおそう。

        17残のこっている人々ひとびとも、

        わたしの名なを唱となえているすべての異邦人いほうじんも、

        主しゅを尋たずね求もとめるようになるためである。

        18世よの初はじめからこれらの事ことを知しらせておられる主しゅが、こう仰おおせになった』。

      
19そこで、わたしの意見いけんでは、異邦人いほうじんの中なかから神かみに帰依きえしている人ひとたちに、わずらいをかけてはいけない。 20ただ、偶像ぐうぞうに供そなえて汚けがれた物ものと、不品行ふひんこうと、絞しめ殺ころしたものと、血ちとを、避さけるようにと、彼かれらに書かき送おくることにしたい。 21古ふるい時代じだいから、どの町まちにもモーセの律法りっぽうを宣のべ伝つたえる者ものがいて、安息日あんそくにちごとにそれを諸しょ会堂かいどうで朗読ろうどくするならわしであるから」。
    


    
      22そこで、使徒しとたちや長老ちょうろうたちは、全ぜん教会きょうかいと協議きょうぎした末すえ、お互たがいの中なかから人々ひとびとを選えらんで、パウロやバルナバと共ともに、アンテオケに派遣はけんすることに決きめた。選えらばれたのは、バルサバというユダとシラスとであったが、いずれも兄弟きょうだいたちの間あいだで重おもんじられていた人ひとたちであった。 23この人ひとたちに託たくされた書面しょめんはこうである。
    


    
      「あなたがたの兄弟きょうだいである使徒しとおよび長老ちょうろうたちから、アンテオケ、シリヤ、キリキヤにいる異邦人いほうじんの兄弟きょうだいがたに、あいさつを送おくる。 24こちらから行いったある者ものたちが、わたしたちからの指示しじもないのに、いろいろなことを言いって、あなたがたを騒さわがせ、あなたがたの心こころを乱みだしたと伝つたえ聞きいた。 25そこで、わたしたちは人々ひとびとを選えらんで、愛あいするバルナバおよびパウロと共ともに、あなたがたのもとに派遣はけんすることに、衆議しゅうぎ一決いっけつした。 26このふたりは、われらの主しゅイエス・キリストの名なのために、その命いのちを投なげ出だした人々ひとびとであるが、 27彼かれらと共ともに、ユダとシラスとを派遣はけんする次第しだいである。この人ひとたちは、あなたがたに、同おなじ趣旨しゅしのことを、口頭こうとうでも伝つたえるであろう。 28すなわち、聖霊せいれいとわたしたちとは、次つぎの必要ひつよう事項じこうのほかは、どんな負担ふたんをも、あなたがたに負おわせないことに決きめた。 29それは、偶像ぐうぞうに供そなえたものと、血ちと、絞しめ殺ころしたものと、不品行ふひんこうとを、避さけるということである。これらのものから遠とおざかっておれば、それでよろしい。以上いじょう」。
    


    
      30さて、一行いっこうは人々ひとびとに見送みおくられて、アンテオケに下くだって行いき、会衆かいしゅうを集あつめて、その書面しょめんを手渡てわたした。 31人々ひとびとはそれを読よんで、その勧すすめの言葉ことばをよろこんだ。 32ユダとシラスとは共ともに預言者よげんしゃであったので、多おおくの言葉ことばをもって兄弟きょうだいたちを励はげまし、また力ちからづけた。 33ふたりは、しばらくの時ときを、そこで過すごした後のち、兄弟きょうだいたちから、旅たびの平安へいあんを祈いのられて、見送みおくりを受うけ、自分じぶんらを派遣はけんした人々ひとびとのところに帰かえって行いった。〔 34しかし、シラスだけは、引ひきつづきとどまることにした。〕 35パウロとバルナバとはアンテオケに滞在たいざいをつづけて、ほかの多おおくの人ひとたちと共ともに、主しゅの言葉ことばを教おしえかつ宣のべ伝つたえた。
    


    
      36幾日いくにちかの後のち、パウロはバルナバに言いった、「さあ、前まえに主しゅの言葉ことばを伝つたえたすべての町々まちまちにいる兄弟きょうだいたちを、また訪問ほうもんして、みんながどうしているかを見みてこようではないか」。 37そこで、バルナバはマルコというヨハネも一緒いっしょに連つれて行いくつもりでいた。 38しかし、パウロは、前まえにパンフリヤで一行いっこうから離はなれて、働はたらきを共ともにしなかったような者ものは、連つれて行いかないがよいと考かんがえた。 39こうして激論げきろんが起おこり、その結果けっかふたりは互たがいに別わかれ別わかれになり、バルナバはマルコを連つれてクプロに渡わたって行いき、 40パウロはシラスを選えらび、兄弟きょうだいたちから主しゅの恵めぐみにゆだねられて、出で発はっした。 41そしてパウロは、シリヤ、キリキヤの地方ちほうをとおって、諸しょ教会きょうかいを力ちからづけた。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1それから、彼かれはデルベに行いき、次つぎにルステラに行いった。そこにテモテという名なの弟子でしがいた。信者しんじゃのユダヤ婦人ふじんを母ははとし、ギリシヤ人じんを父ちちとしており、 2ルステラとイコニオムの兄弟きょうだいたちの間あいだで、評判ひょうばんのよい人物じんぶつであった。 3パウロはこのテモテを連つれて行いきたかったので、その地方ちほうにいるユダヤ人じんの手前てまえ、まず彼かれに割礼かつれいを受うけさせた。彼かれの父ちちがギリシヤ人じんであることは、みんな知しっていたからである。 4それから彼かれらは通とおる町々まちまちで、エルサレムの使徒しとたちや長老ちょうろうたちの取とり決きめた事項じこうを守まもるようにと、人々ひとびとにそれを渡わたした。 5こうして、諸しょ教会きょうかいはその信仰しんこうを強つよめられ、日ひごとに数かずを増ましていった。
    


    
      6それから彼かれらは、アジヤで御言みことばを語かたることを聖霊せいれいに禁きんじられたので、フルギヤ・ガラテヤ地方ちほうをとおって行いった。 7そして、ムシヤのあたりにきてから、ビテニヤに進すすんで行いこうとしたところ、イエスの御霊みたまがこれを許ゆるさなかった。 8それで、ムシヤを通過つうかして、トロアスに下くだって行いった。 9ここで夜よる、パウロは一つの幻まぼろしを見みた。ひとりのマケドニヤ人びとが立たって、「マケドニヤに渡わたってきて、わたしたちを助たすけて下ください」と、彼かれに懇願こんがんするのであった。 10パウロがこの幻まぼろしを見みた時とき、これは彼かれらに福音ふくいんを伝つたえるために、神かみがわたしたちをお招まねきになったのだと確信かくしんして、わたしたちは、ただちにマケドニヤに渡わたって行いくことにした。
    


    
      11そこで、わたしたちはトロアスから船出ふなでして、サモトラケに直航ちょっこうし、翌日よくじつネアポリスに着ついた。 12そこからピリピへ行いった。これはマケドニヤのこの地方ちほう第だい一の町まちで、植民しょくみん都市としであった。わたしたちは、この町まちに数日間すうじつかん滞在たいざいした。 13ある安息日あんそくにちに、わたしたちは町まちの門もんを出でて、祈いのり場ばがあると思おもって、川かわのほとりに行いった。そして、そこにすわり、集あつまってきた婦人ふじんたちに話はなしをした。 14ところが、テアテラ市しの紫むらさき布ぬのの商人しょうにんで、神かみを敬うやまうルデヤという婦人ふじんが聞きいていた。主しゅは彼女かのじょの心こころを開ひらいて、パウロの語かたることに耳みみを傾かたむけさせた。 15そして、この婦人ふじんもその家族かぞくも、共ともにバプテスマを受うけたが、その時とき、彼女かのじょは「もし、わたしを主しゅを信しんじる者ものとお思おもいでしたら、どうぞ、わたしの家いえにきて泊とまって下ください」と懇望こんもうし、しいてわたしたちをつれて行いった。
    


    
      16ある時とき、わたしたちが、祈いのり場ばに行いく途中とちゅう、占うらないの霊れいにつかれた女おんな奴隷どれいに出会であった。彼女かのじょは占うらないをして、その主人しゅじんたちに多おおくの利益りえきを得えさせていた者ものである。 17この女おんなが、パウロやわたしたちのあとを追おってきては、「この人ひとたちは、いと高たかき神かみの僕しもべたちで、あなたがたに救すくいの道みちを伝つたえるかただ」と、叫さけび出だすのであった。 18そして、そんなことを幾いく日間にちかんもつづけていた。パウロは困こまりはてて、その霊れいにむかい「イエス・キリストの名なによって命めいじる。その女おんなから出でて行いけ」と言いった。すると、その瞬間しゅんかんに霊れいが女おんなから出でて行いった。
    


    
      19彼女かのじょの主人しゅじんたちは、自分じぶんらの利益りえきを得える望のぞみが絶たえたのを見みて、パウロとシラスとを捕とらえ、役人やくにんに引ひき渡わたすため広場ひろばに引ひきずって行いった。 20それから、ふたりを長官ちょうかんたちの前まえに引ひき出だして訴うったえた、「この人ひとたちはユダヤ人じんでありまして、わたしたちの町まちをかき乱みだし、 21わたしたちローマ人じんが、採用さいようも実行じっこうもしてはならない風習ふうしゅうを宣伝せんでんしているのです」。 22群衆ぐんしゅうもいっせいに立たって、ふたりを責せめたてたので、長官ちょうかんたちはふたりの上着うわぎをはぎ取とり、むちで打うつことを命めいじた。 23それで、ふたりに何なに度どもむちを加くわえさせたのち、獄ごくに入いれ、獄吏ごくりにしっかり番ばんをするようにと命めいじた。 24獄吏ごくりはこの厳命げんめいを受うけたので、ふたりを奥おくの獄屋ごくやに入いれ、その足あしに足あしかせをしっかとかけておいた。
    


    
      25真夜中まよなかごろ、パウロとシラスとは、神かみに祈いのり、さんびを歌うたいつづけたが、囚人しゅうじんたちは耳みみをすまして聞ききいっていた。 26ところが突然とつぜん、大おお地震じしんが起おこって、獄ごくの土台どだいが揺ゆれ動うごき、戸とは全部ぜんぶたちまち開ひらいて、みんなの者ものの鎖くさりが解とけてしまった。 27獄吏ごくりは目めをさまし、獄ごくの戸とが開ひらいてしまっているのを見みて、囚人しゅうじんたちが逃にげ出だしたものと思おもい、つるぎを抜ぬいて自殺じさつしかけた。 28そこでパウロは大声おおごえをあげて言いった、「自害じがいしてはいけない。われわれは皆みなひとり残のこらず、ここにいる」。 29すると、獄吏ごくりは、あかりを手てに入いれた上うえ、獄ごくに駆かけ込こんできて、おののきながらパウロとシラスの前まえにひれ伏ふした。 30それから、ふたりを外そとに連つれ出だして言いった、「先生せんせいがた、わたしは救すくわれるために、何なにをすべきでしょうか」。 31ふたりが言いった、「主しゅイエスを信しんじなさい。そうしたら、あなたもあなたの家族かぞくも救すくわれます」。 32それから、彼かれとその家族かぞく一同いちどうとに、神かみの言ことばを語かたって聞きかせた。 33彼かれは真夜中まよなかにもかかわらず、ふたりを引ひき取とって、その打うち傷きずを洗あらってやった。そして、その場ばで自分じぶんも家族かぞくも、ひとり残のこらずバプテスマを受うけ、 34さらに、ふたりを自分じぶんの家いえに案内あんないして食事しょくじのもてなしをし、神かみを信しんじる者ものとなったことを、全ぜん家族かぞくと共ともに心こころから喜よろこんだ。
    


    
      35夜よが明あけると、長官ちょうかんたちは警けい吏りらをつかわして、「あの人ひとたちを釈放しゃくほうせよ」と言いわせた。 36そこで、獄吏ごくりはこの言葉ことばをパウロに伝つたえて言いった、「長官ちょうかんたちが、あなたがたを釈放しゃくほうさせるようにと、使つかいをよこしました。さあ、出でてきて、無事ぶじにお帰かえりなさい」。 37ところが、パウロは警けい吏りらに言いった、「彼かれらは、ローマ人じんであるわれわれを、裁判さいばんにかけもせずに、公衆こうしゅうの前まえでむち打うったあげく、獄ごくに入いれてしまった。しかるに今いまになって、ひそかに、われわれを出だそうとするのか。それは、いけない。彼かれら自身じしんがここにきて、われわれを連つれ出だすべきである」。 38警けい吏りらはこの言葉ことばを長官ちょうかんたちに報告ほうこくした。すると長官ちょうかんたちは、ふたりがローマ人じんだと聞きいて恐おそれ、 39自分じぶんでやってきてわびた上うえ、ふたりを獄ごくから連つれ出だし、町まちから立たち去さるようにと頼たのんだ。 40ふたりは獄ごくを出でて、ルデヤの家いえに行いった。そして、兄弟きょうだいたちに会あって勧すすめをなし、それから出でかけた。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1一行いっこうは、アムピポリスとアポロニヤとをとおって、テサロニケに行いった。ここにはユダヤ人じんの会堂かいどうがあった。 2パウロは例れいによって、その会堂かいどうにはいって行いって、三つの安息日あんそくにちにわたり、聖書せいしょに基もとづいて彼かれらと論ろんじ、 3キリストは必かならず苦難くなんを受うけ、そして死人しにんの中なかからよみがえるべきこと、また「わたしがあなたがたに伝つたえているこのイエスこそは、キリストである」とのことを、説明せつめいもし論証ろんしょうもした。 4ある人ひとたちは納得なっとくがいって、パウロとシラスにしたがった。その中なかには、信心しんじん深ぶかいギリシヤ人じんが多数たすうあり、貴婦人きふじんたちも少すくなくなかった。 5ところが、ユダヤ人じんたちは、それをねたんで、町まちをぶらついているならず者ものらを集あつめて暴動ぼうどうを起おこし、町まちを騒さわがせた。それからヤソンの家いえを襲おそい、ふたりを民衆みんしゅうの前まえにひっぱり出だそうと、しきりに捜さがした。 6しかし、ふたりが見みつからないので、ヤソンと兄弟きょうだいたち数人すうにんを、市しの当局者とうきょくしゃのところに引ひきずって行いき、叫さけんで言いった、「天下てんかをかき回まわしてきたこの人ひとたちが、ここにもはいり込こんでいます。 7その人ひとたちをヤソンが自分じぶんの家いえに迎むかえ入いれました。この連中れんちゅうは、みなカイザルの詔勅しょうちょくにそむいて行動こうどうし、イエスという別べつの王おうがいるなどと言いっています」。 8これを聞きいて、群衆ぐんしゅうと市しの当局者とうきょくしゃは不安ふあんに感かんじた。 9そして、ヤソンやほかの者ものたちから、保証ほしょう金きんを取とった上うえ、彼かれらを釈放しゃくほうした。
    


    
      10そこで、兄弟きょうだいたちはただちに、パウロとシラスとを、夜よるの間あいだにベレヤへ送おくり出だした。ふたりはベレヤに到着とうちゃくすると、ユダヤ人じんの会堂かいどうに行いった。 11ここにいるユダヤ人じんはテサロニケの者ものたちよりも素直すなおであって、心こころから教おしえを受うけいれ、果はたしてそのとおりかどうかを知しろうとして、日々ひび聖書せいしょを調しらべていた。 12そういうわけで、彼かれらのうちの多おおくの者ものが信者しんじゃになった。また、ギリシヤの貴婦人きふじんや男子だんしで信しんじた者ものも、少すくなくなかった。 13テサロニケのユダヤ人じんたちは、パウロがベレヤでも神かみの言ことばを伝つたえていることを知しり、そこにも押おしかけてきて、群衆ぐんしゅうを煽動せんどうして騒さわがせた。 14そこで、兄弟きょうだいたちは、ただちにパウロを送おくり出だして、海うみべまで行いかせ、シラスとテモテとはベレヤに居残いのこった。 15パウロを案内あんないした人ひとたちは、彼かれをアテネまで連つれて行いき、テモテとシラスとになるべく早はやく来くるようにとのパウロの伝言でんごんを受うけて、帰かえった。
    


    
      16さて、パウロはアテネで彼かれらを待まっている間あいだに、市内しないに偶像ぐうぞうがおびただしくあるのを見みて、心こころに憤いきどおりを感かんじた。 17そこで彼かれは、会堂かいどうではユダヤ人じんや信心しんじん深ぶかい人ひとたちと論ろんじ、広場ひろばでは毎日まいにちそこで出会であう人々ひとびとを相手あいてに論ろんじた。 18また、エピクロス派はやストア派はの哲学者てつがくしゃ数人すうにんも、パウロと議論ぎろんを戦たたかわせていたが、その中なかのある者ものたちが言いった、「このおしゃべりは、いったい、何なにを言いおうとしているのか」。また、ほかの者ものたちは、「あれは、異国いこくの神々かみがみを伝つたえようとしているらしい」と言いった。パウロが、イエスと復活ふっかつとを、宣のべ伝つたえていたからであった。 19そこで、彼かれらはパウロをアレオパゴスの評議所ひょうぎしょに連つれて行いって、「君きみの語かたっている新あたらしい教おしえがどんなものか、知しらせてもらえまいか。 20君きみがなんだか珍めずらしいことをわれわれに聞きかせているので、それがなんの事ことなのか知しりたいと思おもうのだ」と言いった。 21いったい、アテネ人びともそこに滞在たいざいしている外国がいこく人じんもみな、何なにか耳新みみあたらしいことを話はなしたり聞きいたりすることのみに、時ときを過すごしていたのである。 22そこでパウロは、アレオパゴスの評議所ひょうぎしょのまん中なかに立たって言いった。
    


    
      「アテネの人ひとたちよ、あなたがたは、あらゆる点てんにおいて、すこぶる宗教しゅうきょう心こころに富とんでおられると、わたしは見みている。 23実じつは、わたしが道みちを通とおりながら、あなたがたの拝おがむいろいろなものを、よく見みているうちに、『知しられない神かみに』と刻きざまれた祭壇さいだんもあるのに気きがついた。そこで、あなたがたが知しらずに拝おがんでいるものを、いま知しらせてあげよう。 24この世界せかいと、その中なかにある万物ばんぶつとを造つくった神かみは、天地てんちの主しゅであるのだから、手てで造つくった宮みやなどにはお住すみにならない。 25また、何なにか不足ふそくでもしておるかのように、人ひとの手てによって仕つかえられる必要ひつようもない。神かみは、すべての人々ひとびとに命いのちと息いきと万物ばんぶつとを与あたえ、 26また、ひとりの人ひとから、あらゆる民族みんぞくを造つくり出りだして、地ちの全面ぜんめんに住すまわせ、それぞれに時代じだいを区分くぶんし、国土こくどの境界きょうかいを定さだめて下くださったのである。 27こうして、人々ひとびとが熱心ねっしんに追おい求もとめて捜さがしさえすれば、神かみを見みいだせるようにして下くださった。事実じじつ、神かみはわれわれひとりびとりから遠とおく離はなれておいでになるのではない。 28われわれは神かみのうちに生いき、動うごき、存在そんざいしているからである。あなたがたのある詩人しじんたちも言いったように、

      
        『われわれも、確たしかにその子孫しそんである』。

      
29このように、われわれは神かみの子孫しそんなのであるから、神かみたる者ものを、人間にんげんの技巧ぎこうや空想くうそうで金きんや銀ぎんや石いしなどに彫ほり付つけたものと同おなじと、見みなすべきではない。 30神かみは、このような無知むちの時代じだいを、これまでは見過みすごしにされていたが、今いまはどこにおる人ひとでも、みな悔くい改あらためなければならないことを命めいじておられる。 31神かみは、義ぎをもってこの世界せかいをさばくためその日ひを定さだめ、お選えらびになったかたによってそれをなし遂とげようとされている。すなわち、このかたを死人しにんの中なかからよみがえらせ、その確証かくしょうをすべての人ひとに示しめされたのである」。
    


    
      32死人しにんのよみがえりのことを聞きくと、ある者ものたちはあざ笑わらい、またある者ものたちは、「この事ことについては、いずれまた聞きくことにする」と言いった。 33こうして、パウロは彼かれらの中なかから出でて行いった。 34しかし、彼かれにしたがって信しんじた者ものも、幾人いくにんかあった。その中なかには、アレオパゴスの裁判人さいばんにんデオヌシオとダマリスという女おんな、また、その他たの人々ひとびともいた。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1その後のち、パウロはアテネを去さってコリントへ行いった。 2そこで、アクラというポント生うまれのユダヤ人じんと、その妻つまプリスキラとに出会であった。クラウデオ帝ていが、すべてのユダヤ人じんをローマから退去たいきょさせるようにと、命令めいれいしたため、彼かれらは近ちかごろイタリヤから出でてきたのである。 3パウロは彼かれらのところに行いったが、互たがいに同業どうぎょうであったので、その家いえに住すみ込こんで、一緒いっしょに仕事しごとをした。天幕てんまく造つくりがその職業しょくぎょうであった。 4パウロは安息日あんそくにちごとに会堂かいどうで論ろんじては、ユダヤ人じんやギリシヤ人じんの説得せっとくに努つとめた。
    


    
      5シラスとテモテが、マケドニヤから下くだってきてからは、パウロは御言みことばを伝つたえることに専念せんねんし、イエスがキリストであることを、ユダヤ人じんたちに力強ちからづよくあかしした。 6しかし、彼かれらがこれに反抗はんこうしてののしり続つづけたので、パウロは自分じぶんの上着うわぎを振ふりはらって、彼かれらに言いった、「あなたがたの血ちは、あなたがた自身じしんにかえれ。わたしには責任せきにんがない。今いまからわたしは異邦人いほうじんの方ほうに行いく」。 7こう言いって、彼かれはそこを去さり、テテオ・ユストという神かみを敬うやまう人ひとの家いえに行いった。その家いえは会堂かいどうと隣となり合あっていた。 8会堂司かいどうづかさクリスポは、その家族かぞく一同いちどうと共ともに主しゅを信しんじた。また多おおくのコリント人びとも、パウロの話はなしを聞きいて信しんじ、ぞくぞくとバプテスマを受うけた。 9すると、ある夜よ、幻まぼろしのうちに主しゅがパウロに言いわれた、「恐おそれるな。語かたりつづけよ、黙だまっているな。 10あなたには、わたしがついている。だれもあなたを襲おそって、危害きがいを加くわえるようなことはない。この町まちには、わたしの民たみが大おおぜいいる」。 11パウロは一年ねん六か月げつの間あいだここに腰こしをすえて、神かみの言ことばを彼かれらの間あいだに教おしえつづけた。
    


    
      12ところが、ガリオがアカヤの総督そうとくであった時とき、ユダヤ人じんたちは一緒いっしょになってパウロを襲おそい、彼かれを法廷ほうていにひっぱって行いって訴うったえた、 13「この人ひとは、律法りっぽうにそむいて神かみを拝おがむように、人々ひとびとをそそのかしています」。 14パウロが口くちを開ひらこうとすると、ガリオはユダヤ人じんたちに言いった、「ユダヤ人じん諸君しょくん、何なにか不法ふほう行為こういとか、悪質あくしつの犯罪はんざいとかのことなら、わたしは当然とうぜん、諸君しょくんの訴うったえを取とり上あげもしようが、 15これは諸君しょくんの言葉ことばや名称めいしょうや律法りっぽうに関かんする問題もんだいなのだから、諸君しょくんみずから始末しまつするがよかろう。わたしはそんな事ことの裁判人さいばんにんにはなりたくない」。 16こう言いって、彼かれらを法廷ほうていから追おいはらった。 17そこで、みんなの者ものは、会堂司かいどうづかさソステネを引ひき捕とらえ、法廷ほうていの前まえで打うちたたいた。ガリオはそれに対たいして、そ知しらぬ顔かおをしていた。
    


    
      18さてパウロは、なお幾日いくにちものあいだ滞在たいざいした後のち、兄弟きょうだいたちに別わかれを告つげて、シリヤへ向むけ出帆しゅっぱんした。プリスキラとアクラも同行どうこうした。パウロは、かねてから、ある誓願せいがんを立たてていたので、ケンクレヤで頭あたまをそった。 19一行いっこうがエペソに着つくと、パウロはふたりをそこに残のこしておき、自分じぶんだけ会堂かいどうにはいって、ユダヤ人じんたちと論ろんじた。 20人々ひとびとは、パウロにもっと長ながいあいだ滞在たいざいするように願ねがったが、彼かれは聞ききいれないで、 21「神かみのみこころなら、またあなたがたのところに帰かえってこよう」と言いって、別わかれを告つげ、エペソから船出ふなでした。 22それから、カイザリヤで上陸じょうりくしてエルサレムに上のぼり、教会きょうかいにあいさつしてから、アンテオケに下くだって行いった。 23そこにしばらくいてから、彼かれはまた出でかけ、ガラテヤおよびフルギヤの地方ちほうを歴訪れきほうして、すべての弟子でしたちを力ちからづけた。
    


    
      24さて、アレキサンデリヤ生うまれで、聖書せいしょに精通せいつうし、しかも、雄弁ゆうべんなアポロというユダヤ人じんが、エペソにきた。 25この人ひとは主しゅの道みちに通つうじており、また、霊れいに燃もえてイエスのことを詳くわしく語かたったり教おしえたりしていたが、ただヨハネのバプテスマしか知しっていなかった。 26彼かれは会堂かいどうで大胆だいたんに語かたり始はじめた。それをプリスキラとアクラとが聞きいて、彼かれを招まねきいれ、さらに詳くわしく神かみの道みちを解とき聞きかせた。 27それから、アポロがアカヤに渡わたりたいと思おもっていたので、兄弟きょうだいたちは彼かれを励はげまし、先方せんぽうの弟子でしたちに、彼かれをよく迎むかえるようにと、手紙てがみを書かき送おくった。彼かれは到着とうちゃくして、すでにめぐみによって信者しんじゃになっていた人ひとたちに、大おおいに力ちからになった。 28彼かれはイエスがキリストであることを、聖書せいしょに基もとづいて示しめし、公然こうぜんと、ユダヤ人じんたちを激はげしい語調ごちょうで論破ろんぱしたからである。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1アポロがコリントにいた時とき、パウロは奥地おくちをとおってエペソにきた。そして、ある弟子でしたちに出会であって、 2彼かれらに「あなたがたは、信仰しんこうにはいった時ときに、聖霊せいれいを受うけたのか」と尋たずねたところ、「いいえ、聖霊せいれいなるものがあることさえ、聞きいたことがありません」と答こたえた。 3「では、だれの名なによってバプテスマを受うけたのか」と彼かれがきくと、彼かれらは「ヨハネの名なによるバプテスマを受うけました」と答こたえた。 4そこで、パウロが言いった、「ヨハネは悔改くいあらためのバプテスマを授さづけたが、それによって、自分じぶんのあとに来くるかた、すなわち、イエスを信しんじるように、人々ひとびとに勧すすめたのである」。 5人々ひとびとはこれを聞きいて、主しゅイエスの名なによるバプテスマを受うけた。 6そして、パウロが彼かれらの上うえに手てをおくと、聖霊せいれいが彼かれらにくだり、それから彼かれらは異言いげんを語かたったり、預言よげんをしたりし出だした。 7その人ひとたちはみんなで十二人にんほどであった。
    


    
      8それから、パウロは会堂かいどうにはいって、三か月げつのあいだ、大胆だいたんに神かみの国くにについて論ろんじ、また勧すすめをした。 9ところが、ある人ひとたちは心こころをかたくなにして、信しんじようとせず、会衆かいしゅうの前まえでこの道みちをあしざまに言いったので、彼かれは弟子でしたちを引ひき連つれて、その人ひとたちから離はなれ、ツラノの講堂こうどうで毎日まいにち論ろんじた。 10それが二年間ねんかんも続つづいたので、アジヤに住すんでいる者ものは、ユダヤ人じんもギリシヤ人じんも皆みな、主しゅの言ことばを聞きいた。
    


    
      11神かみは、パウロの手てによって、異常いじょうな力ちからあるわざを次々つぎつぎになされた。 12たとえば、人々ひとびとが、彼かれの身みにつけている手てぬぐいや前掛まえかけを取とって病人びょうにんにあてると、その病気びょうきが除のぞかれ、悪霊あくれいが出でて行いくのであった。 13そこで、ユダヤ人じんのまじない師しで、遍歴へんれきしている者ものたちが、悪霊あくれいにつかれている者ものにむかって、主しゅイエスの名なをとなえ、「パウロの宣のべ伝つたえているイエスによって命めいじる。出でて行いけ」と、ためしに言いってみた。 14ユダヤの祭司長さいしちょうスケワという者ものの七人にんのむすこたちも、そんなことをしていた。 15すると悪霊あくれいがこれに対たいして言いった、「イエスなら自分じぶんは知しっている。パウロもわかっている。だが、おまえたちは、いったい何者なにものだ」。 16そして、悪霊あくれいにつかれている人ひとが、彼かれらに飛とびかかり、みんなを押おさえつけて負まかしたので、彼かれらは傷きずを負おったまま裸はだかになって、その家いえを逃にげ出だした。 17このことがエペソに住すむすべてのユダヤ人じんやギリシヤ人じんに知しれわたって、みんな恐怖きょうふに襲おそわれ、そして、主しゅイエスの名ながあがめられた。 18また信者しんじゃになった者ものが大おおぜいきて、自分じぶんの行為こういを打うちあけて告白こくはくした。 19それから、魔術まじゅつを行おこなっていた多おおくの者ものが、魔術まじゅつの本ほんを持もち出だしてきては、みんなの前まえで焼やき捨すてた。その値段ねだんを総計そうけいしたところ、銀ぎん五万にも上のぼることがわかった。 20このようにして、主しゅの言ことばはますます盛さかんにひろまり、また力ちからを増まし加くわえていった。
    


    
      21これらの事ことがあった後のち、パウロは御霊みたまに感かんじて、マケドニヤ、アカヤをとおって、エルサレムへ行いく決心けっしんをした。そして言いった、「わたしは、そこに行いったのち、ぜひローマをも見みなければならない」。 22そこで、自分じぶんに仕つかえている者ものの中なかから、テモテとエラストとのふたりを、まずマケドニヤに送おくり出だし、パウロ自身じしんは、なおしばらくアジヤにとどまった。
    


    
      23そのころ、この道みちについて容易よういならぬ騒動そうどうが起おこった。 24そのいきさつは、こうである。デメテリオという銀細工人ぎんざいくにんが、銀ぎんでアルテミス神殿しんでんの模型もけいを造つくって、職人しょくにんたちに少すくなからぬ利益りえきを得えさせていた。 25この男おとこがその職人しょくにんたちや、同類どうるいの仕事しごとをしていた者ものたちを集あつめて言いった、「諸君しょくん、われわれがこの仕事しごとで、金かねもうけをしていることは、ご承知しょうちのとおりだ。 26しかるに、諸君しょくんの見聞みききしているように、あのパウロが、手てで造つくられたものは神様かみさまではないなどと言いって、エペソばかりか、ほとんどアジヤ全体ぜんたいにわたって、大おおぜいの人々ひとびとを説ときつけて誤あやまらせた。 27これでは、お互たがいの仕事しごとに悪評あくひょうが立たつおそれがあるばかりか、大おお女神めがみアルテミスの宮みやも軽かろんじられ、ひいては全ぜんアジヤ、いや全ぜん世界せかいが拝おがんでいるこの大おお女神めがみのご威光いこうさえも、消きえてしまいそうである」。
    


    
      28これを聞きくと、人々ひとびとは怒いかりに燃もえ、大声おおごえで「大おおいなるかな、エペソ人びとのアルテミス」と叫さけびつづけた。 29そして、町中まちじゅうが大だい混乱こんらんに陥おちいり、人々ひとびとはパウロの道連みちづれであるマケドニヤ人びとガイオとアリスタルコとを捕とらえて、いっせいに劇場げきじょうへなだれ込こんだ。 30パウロは群衆ぐんしゅうの中なかにはいって行いこうとしたが、弟子でしたちがそれをさせなかった。 31アジヤ州しゅうの議員ぎいんで、パウロの友人ゆうじんであった人ひとたちも、彼かれに使つかいをよこして、劇場げきじょうにはいって行いかないようにと、しきりに頼たのんだ。 32中なかでは、集会しゅうかいが混乱こんらんに陥おちいってしまって、ある者ものはこのことを、ほかの者ものはあのことを、どなりつづけていたので、大多数だいたすうの者ものは、なんのために集あつまったのかも、わからないでいた。 33そこで、ユダヤ人じんたちが、前まえに押おし出だしたアレキサンデルなる者ものを、群衆ぐんしゅうの中なかのある人ひとたちが促うながしたため、彼かれは手てを振ふって、人々ひとびとに弁明べんめいを試こころみようとした。 34ところが、彼かれがユダヤ人じんだとわかると、みんなの者ものがいっせいに「大おおいなるかな、エペソ人びとのアルテミス」と二時間じかんばかりも叫さけびつづけた。 35ついに、市しの書記しょき役やくが群衆ぐんしゅうを押おし静しずめて言いった、「エペソの諸君しょくん、エペソ市しが大おお女神めがみアルテミスと、天あまくだったご神体しんたいとの守護しゅご役やくであることを知しらない者ものが、ひとりでもいるだろうか。 36これは否定ひていのできない事実じじつであるから、諸君しょくんはよろしく静しずかにしているべきで、乱暴らんぼうな行動こうどうは、いっさいしてはならない。 37諸君しょくんはこの人ひとたちをここにひっぱってきたが、彼かれらは宮みやを荒あらす者ものでも、われわれの女神めがみをそしる者ものでもない。 38だから、もしデメテリオなりその職人しょくにん仲間なかまなりが、だれかに対たいして訴うったえ事ことがあるなら、裁判さいばんの日ひはあるし、総督そうとくもいるのだから、それぞれ訴うったえ出でるがよい。 39しかし、何なにかもっと要求ようきゅうしたい事ことがあれば、それは正式せいしきの議会ぎかいで解決かいけつしてもらうべきだ。 40きょうの事件じけんについては、この騒さわぎを弁護べんごできるような理由りゆうが全まったくないのだから、われわれは治安ちあんをみだす罪つみに問とわれるおそれがある」。 41こう言いって、彼かれはこの集会しゅうかいを解散かいさんさせた。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1騒さわぎがやんだ後のち、パウロは弟子でしたちを呼よび集あつめて激励げきれいを与あたえた上うえ、別わかれのあいさつを述のべ、マケドニヤへ向むかって出発しゅっぱつした。 2そして、その地方ちほうをとおり、多おおくの言葉ことばで人々ひとびとを励はげましたのち、ギリシヤにきた。 3彼かれはそこで三か月げつを過すごした。それからシリヤへ向むかって、船出ふなでしようとしていた矢先やさき、彼かれに対たいするユダヤ人じんの陰謀いんぼうが起おこったので、マケドニヤを経由けいゆして帰かえることに決けっした。 4プロの子こであるエペソ人びとソパテロ、テサロニケ人びとアリスタルコとセクンド、デルベ人びとガイオ、それからテモテ、またアジヤ人びとテキコとトロピモがパウロの同行者どうこうしゃであった。 5この人ひとたちは先せん発ぱつして、トロアスでわたしたちを待まっていた。 6わたしたちは、除酵祭じょこうさいが終おわったのちに、ピリピから出帆しゅっぱんし、五日かかかってトロアスに到着とうちゃくして、彼かれらと落おち合あい、そこに七日間なぬかかん滞在たいざいした。
    


    
      7週しゅうの初はじめの日ひに、わたしたちがパンをさくために集あつまった時とき、パウロは翌日よくじつ出発しゅっぱつすることにしていたので、しきりに人々ひとびとと語かたり合あい、夜中よなかまで語かたりつづけた。 8わたしたちが集あつまっていた屋上おくじょうの間まには、あかりがたくさんともしてあった。 9ユテコという若者わかものが窓まどに腰こしをかけていたところ、パウロの話はなしがながながと続つづくので、ひどく眠ねむけがさしてきて、とうとうぐっすり寝入ねいってしまい、三階かいから下したに落おちた。抱いだき起おこしてみたら、もう死しんでいた。 10そこでパウロは降おりてきて、若者わかものの上うえに身みをかがめ、彼かれを抱いだきあげて、「騒さわぐことはない。まだ命いのちがある」と言いった。 11そして、また上あがって行いって、パンをさいて食たべてから、明あけがたまで長ながいあいだ人々ひとびとと語かたり合あって、ついに出発しゅっぱつした。 12人々ひとびとは生いきかえった若者わかものを連つれかえり、ひとかたならず慰なぐさめられた。
    


    
      13さて、わたしたちは先さきに舟ふねに乗のり込こみ、アソスへ向むかって出帆しゅっぱんした。そこからパウロを舟ふねに乗のせて行いくことにしていた。彼かれだけは陸路りくろをとることに決きめていたからである。 14パウロがアソスで、わたしたちと落おち合あった時とき、わたしたちは彼かれを舟ふねに乗のせてミテレネに行いった。 15そこから出帆しゅっぱんして、翌日よくじつキヨスの沖合おきあいにいたり、次つぎの日ひにサモスに寄より、その翌日よくじつミレトに着ついた。 16それは、パウロがアジヤで時間じかんをとられないため、エペソには寄よらないで続ぞっ航こうすることに決きめていたからである。彼かれは、できればペンテコステの日ひには、エルサレムに着ついていたかったので、旅たびを急いそいだわけである。
    


    
      17そこでパウロは、ミレトからエペソに使つかいをやって、教会きょうかいの長老ちょうろうたちを呼よび寄よせた。 18そして、彼かれのところに寄より集あつまってきた時とき、彼かれらに言いった。
    


    
      「わたしが、アジヤの地ちに足あしを踏ふみ入いれた最初さいしょの日ひ以来いらい、いつもあなたがたとどんなふうに過すごしてきたか、よくご存ぞんじである。 19すなわち、謙遜けんそんの限かぎりをつくし、涙なみだを流ながし、ユダヤ人じんの陰謀いんぼうによってわたしの身みに及およんだ数々かずかずの試練しれんの中なかにあって、主しゅに仕つかえてきた。 20また、あなたがたの益えきになることは、公衆こうしゅうの前まえでも、また家々いえいえでも、すべてあますところなく話はなして聞きかせ、また教おしえ、 21ユダヤ人じんにもギリシヤ人じんにも、神かみに対たいする悔改くいあらためと、わたしたちの主しゅイエスに対たいする信仰しんこうとを、強つよく勧すすめてきたのである。 22今いまや、わたしは御霊みたまに迫せまられてエルサレムへ行いく。あの都みやこで、どんな事ことがわたしの身みにふりかかって来くるか、わたしにはわからない。 23ただ、聖霊せいれいが至いたるところの町々まちまちで、わたしにはっきり告つげているのは、投獄とうごくと患難かんなんとが、わたしを待まちうけているということだ。 24しかし、わたしは自分じぶんの行程こうていを走はしり終おえ、主しゅイエスから賜たまわった、神かみのめぐみの福音ふくいんをあかしする任務にんむを果はたし得えさえしたら、このいのちは自分じぶんにとって、少すこしも惜おしいとは思おもわない。 25わたしはいま信しんじている、あなたがたの間あいだを歩あるき回まわって御国みくにを宣のべ伝つたえたこのわたしの顔かおを、みんなが今後こんご二度どと見みることはあるまい。 26だから、きょう、この日ひにあなたがたに断言だんげんしておく。わたしは、すべての人ひとの血ちについて、なんら責任せきにんがない。 27神かみのみ旨むねを皆みなあますところなく、あなたがたに伝つたえておいたからである。 28どうか、あなたがた自身じしんに気きをつけ、また、すべての群むれに気きをくばっていただきたい。聖霊せいれいは、神かみが御子みこの血ちであがない取とられた神かみの教会きょうかいを牧ぼくさせるために、あなたがたをその群むれの監督者かんとくしゃにお立たてになったのである。 29わたしが去さった後のち、狂暴きょうぼうなおおかみが、あなたがたの中なかにはいり込こんできて、容赦ようしゃなく群むれを荒あらすようになることを、わたしは知しっている。 30また、あなたがた自身じしんの中なかからも、いろいろ曲まがったことを言いって、弟子でしたちを自分じぶんの方ほうに、ひっぱり込こもうとする者ものらが起おこるであろう。 31だから、目めをさましていなさい。そして、わたしが三年ねんの間あいだ、夜よるも昼ひるも涙なみだをもって、あなたがたひとりびとりを絶たえずさとしてきたことを、忘わすれないでほしい。 32今いまわたしは、主しゅとその恵めぐみの言ことばとに、あなたがたをゆだねる。御言みことばには、あなたがたの徳とくをたて、聖せい別べつされたすべての人々ひとびとと共ともに、御国みくにをつがせる力ちからがある。 33わたしは、人ひとの金きんや銀ぎんや衣服いふくをほしがったことはない。 34あなたがた自身じしんが知しっているとおり、わたしのこの両手りょうては、自分じぶんの生活せいかつのためにも、また一緒いっしょにいた人ひとたちのためにも、働はたらいてきたのだ。 35わたしは、あなたがたもこのように働はたらいて、弱よわい者ものを助たすけなければならないこと、また『受うけるよりは与あたえる方ほうが、さいわいである』と言いわれた主しゅイエスの言葉ことばを記憶きおくしているべきことを、万事ばんじについて教おしえ示しめしたのである」。
    


    
      36こう言いって、パウロは一同いちどうと共ともにひざまずいて祈いのった。 37みんなの者ものは、はげしく泣なき悲かなしみ、パウロの首くびを抱いだいて、幾度いくども接吻せっぷんし、 38もう二度どと自分じぶんの顔かおを見みることはあるまいと彼かれが言いったので、特とくに心こころを痛いためた。それから彼かれを舟ふねまで見送みおくった。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1さて、わたしたちは人々ひとびとと別わかれて船出ふなでしてから、コスに直航ちょっこうし、次つぎの日ひはロドスに、そこからパタラに着ついた。 2ここでピニケ行いきの舟ふねを見みつけたので、それに乗のり込こんで出帆しゅっぱんした。 3やがてクプロが見みえてきたが、それを左手ひだりてにして通とおりすぎ、シリヤへ航行こうこうをつづけ、ツロに入港にゅうこうした。ここで積荷つみにが陸上りくあげされることになっていたからである。 4わたしたちは、弟子でしたちを捜さがし出だして、そこに七日間なぬかかん泊とまった。ところが彼かれらは、御霊みたまの示しめしを受うけて、エルサレムには上のぼって行いかないようにと、しきりにパウロに注意ちゅういした。 5しかし、滞在たいざい期間きかんが終おわった時とき、わたしたちはまた旅立たびだつことにしたので、みんなの者ものは、妻つまや子供こどもを引ひき連つれて、町まちはずれまで、わたしたちを見送みおくりにきてくれた。そこで、共ともに海岸かいがんにひざまずいて祈いのり、 6互たがいに別わかれを告つげた。それから、わたしたちは舟ふねに乗のり込こみ、彼かれらはそれぞれ自分じぶんの家いえに帰かえった。
    


    
      7わたしたちは、ツロからの航行こうこうを終おわってトレマイに着つき、そこの兄弟きょうだいたちにあいさつをし、彼かれらのところに一日にち滞在たいざいした。 8翌日よくじつそこをたって、カイザリヤに着つき、かの七人にんのひとりである伝道者でんどうしゃピリポの家いえに行いき、そこに泊とまった。 9この人ひとに四人にんの娘むすめがあったが、いずれも処女しょじょであって、預言よげんをしていた。 10幾日いくにちか滞在たいざいしている間あいだに、アガボという預言者よげんしゃがユダヤから下くだってきた。 11そして、わたしたちのところにきて、パウロの帯おびを取とり、それで自分じぶんの手足てあしを縛しばって言いった、「聖霊せいれいがこうお告つげになっている、『この帯おびの持もち主ぬしを、ユダヤ人じんたちがエルサレムでこのように縛しばって、異邦人いほうじんの手てに渡わたすであろう』」。 12わたしたちはこれを聞きいて、土地とちの人ひとたちと一緒いっしょになって、エルサレムには上のぼって行いかないようにと、パウロに願ねがい続つづけた。 13その時ときパウロは答こたえた、「あなたがたは、泣ないたり、わたしの心こころをくじいたりして、いったい、どうしようとするのか。わたしは、主しゅイエスの名なのためなら、エルサレムで縛しばられるだけでなく、死しぬことをも覚悟かくごしているのだ」。 14こうして、パウロが勧告かんこくを聞ききいれてくれないので、わたしたちは「主しゅのみこころが行おこなわれますように」と言いっただけで、それ以上いじょう、何なにも言いわなかった。
    


    
      15数日後すうじつご、わたしたちは旅装りょそうを整ととのえてエルサレムへ上のぼって行いった。 16カイザリヤの弟子でしたちも数人すうにん、わたしたちと同行どうこうして、古ふるくからの弟子でしであるクプロ人びとマナソンの家いえに案内あんないしてくれた。わたしたちはその家いえに泊とまることになっていたのである。
    


    
      17わたしたちがエルサレムに到着とうちゃくすると、兄弟きょうだいたちは喜よろこんで迎むかえてくれた。 18翌日よくじつパウロはわたしたちを連つれて、ヤコブを訪問ほうもんしに行いった。そこに長老ちょうろうたちがみな集あつまっていた。 19パウロは彼かれらにあいさつをした後のち、神かみが自分じぶんの働はたらきをとおして、異邦人いほうじんの間あいだになさった事ことどもを一々いちいち説明せつめいした。 20一同いちどうはこれを聞きいて神かみをほめたたえ、そして彼かれに言いった、「兄弟きょうだいよ、ご承知しょうちのように、ユダヤ人じんの中なかで信者しんじゃになった者ものが、数万すうまんにものぼっているが、みんな律法りっぽうに熱心ねっしんな人ひとたちである。 21ところが、彼かれらが伝つたえ聞きいているところによれば、あなたは異邦人いほうじんの中なかにいるユダヤ人じん一同いちどうに対たいして、子供こどもに割礼かつれいを施ほどこすな、またユダヤの慣例かんれいにしたがうなと言いって、モーセにそむくことを教おしえている、ということである。 22どうしたらよいか。あなたがここにきていることは、彼かれらもきっと聞きき込こむに違ちがいない。 23ついては、今いまわたしたちが言いうとおりのことをしなさい。わたしたちの中なかに、誓願せいがんを立たてている者ものが四人にんいる。 24この人ひとたちを連つれて行いって、彼かれらと共ともにきよめを行おこない、また彼かれらの頭あたまをそる費用ひようを引ひき受うけてやりなさい。そうすれば、あなたについて、うわさされていることは、根ねも葉はもないことで、あなたは律法りっぽうを守まもって、正ただしい生活せいかつをしていることが、みんなにわかるであろう。 25異邦人いほうじんで信者しんじゃになった人ひとたちには、すでに手紙てがみで、偶像ぐうぞうに供そなえたものと、血ちと、絞しめ殺ころしたものと、不品行ふひんこうとを、慎つつしむようにとの決議けつぎが、わたしたちから知しらせてある」。 26そこでパウロは、その次つぎの日ひに四人にんの者ものを連つれて、彼かれらと共ともにきよめを受うけてから宮みやにはいった。そしてきよめの期間きかんが終おわって、ひとりびとりのために供そなえ物ものをささげる時ときを報告ほうこくしておいた。
    


    
      27七日なぬかの期間きかんが終おわろうとしていた時とき、アジヤからきたユダヤ人じんたちが、宮みやの内うちでパウロを見みかけて、群衆ぐんしゅう全体ぜんたいを煽動せんどうしはじめ、パウロに手てをかけて叫さけび立たてた、 28「イスラエルの人々ひとびとよ、加勢かせいにきてくれ。この人ひとは、いたるところで民たみと律法りっぽうとこの場所ばしょにそむくことを、みんなに教おしえている。その上うえに、ギリシヤ人じんを宮みやの内うちに連つれ込こんで、この神聖しんせいな場所ばしょを汚けがしたのだ」。 29彼かれらは、前まえにエペソ人びとトロピモが、パウロと一緒いっしょに町まちを歩あるいていたのを見みかけて、その人ひとをパウロが宮みやの内うちに連つれ込こんだのだと思おもったのである。 30そこで、市し全体ぜんたいが騒さわぎ出だし、民衆みんしゅうが駆かけ集あつまってきて、パウロを捕とらえ、宮みやの外そとに引ひきずり出だした。そして、すぐそのあとに宮みやの門もんが閉とざされた。 31彼かれらがパウロを殺ころそうとしていた時ときに、エルサレム全体ぜんたいが混乱こんらん状態じょうたいに陥おちいっているとの情報じょうほうが、守備しゅび隊たいの千卒長せんそつちょうにとどいた。 32そこで、彼かれはさっそく、兵卒へいそつや百卒長ひゃくそつちょうたちを率ひきいて、その場ばに駆かけつけた。人々ひとびとは千卒長せんそつちょうや兵卒へいそつたちを見みて、パウロを打うちたたくのをやめた。 33千卒長せんそつちょうは近寄ちかよってきてパウロを捕とらえ、彼かれを二重にじゅうの鎖くさりで縛しばっておくように命めいじた上うえ、パウロは何者なにものか、また何なにをしたのか、と尋たずねた。 34しかし、群衆ぐんしゅうがそれぞれ違ちがったことを叫さけびつづけるため、騒さわがしくて、確たしかなことがわからないので、彼かれはパウロを兵営へいえいに連つれて行いくように命めいじた。 35パウロが階段かいだんにさしかかった時ときには、群衆ぐんしゅうの暴行ぼうこうを避さけるため、兵卒へいそつたちにかつがれて行いくという始末しまつであった。 36大おおぜいの民衆みんしゅうが「あれをやっつけてしまえ」と叫さけびながら、ついてきたからである。
    


    
      37パウロが兵営へいえいの中なかに連つれて行いかれようとした時とき、千卒長せんそつちょうに、「ひと言ことあなたにお話はなしてもよろしいですか」と尋たずねると、千卒長せんそつちょうが言いった、「おまえはギリシヤ語ごが話はなせるのか。 38では、もしかおまえは、先さきごろ反乱はんらんを起おこした後のち、四千人にんの刺客しかくを引ひき連つれて荒野あらのへ逃にげて行いったあのエジプト人じんではないのか」。 39パウロは答こたえた、「わたしはタルソ生うまれのユダヤ人じんで、キリキヤのれっきとした都市としの市民しみんです。お願ねがいですが、民衆みんしゅうに話はなしをさせて下ください」。 40千卒長せんそつちょうが許ゆるしてくれたので、パウロは階段かいだんの上うえに立たち、民衆みんしゅうにむかって手てを振ふった。すると、一同いちどうがすっかり静粛せいしゅくになったので、パウロはヘブル語ごで話はなし出だした。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1「兄弟きょうだいたち、父ちちたちよ、いま申もうし上あげるわたしの弁明べんめいを聞きいていただきたい」。 2パウロが、ヘブル語ごでこう語かたりかけるのを聞きいて、人々ひとびとはますます静粛せいしゅくになった。 3そこで彼かれは言葉ことばをついで言いった、「わたしはキリキヤのタルソで生うまれたユダヤ人じんであるが、この都みやこで育そだてられ、ガマリエルのひざもとで先祖せんぞ伝来でんらいの律法りっぽうについて、きびしい薫陶くんとうを受うけ、今日きょうの皆みなさんと同おなじく神かみに対たいして熱心ねっしんな者ものであった。 4そして、この道みちを迫害はくがいし、男おとこであれ女おんなであれ、縛しばりあげて獄ごくに投とうじ、彼かれらを死しに至いたらせた。 5このことは、大祭司だいさいしも長老ちょうろうたち一同いちどうも、証明しょうめいするところである。さらにわたしは、この人ひとたちからダマスコの同志どうしたちへあてた手紙てがみをもらって、その地ちにいる者ものたちを縛しばりあげ、エルサレムにひっぱってきて、処罰しょばつするため、出でかけて行いった。
    


    
      6旅たびをつづけてダマスコの近ちかくにきた時ときに、真昼まひるごろ、突然とつぜん、つよい光ひかりが天てんからわたしをめぐり照てらした。 7わたしは地ちに倒たおれた。そして、『サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害はくがいするのか』と、呼よびかける声こえを聞きいた。 8これに対たいしてわたしは、『主しゅよ、あなたはどなたですか』と言いった。すると、その声こえが、『わたしは、あなたが迫害はくがいしているナザレ人びとイエスである』と答こたえた。 9わたしと一緒いっしょにいた者ものたちは、その光ひかりは見みたが、わたしに語かたりかけたかたの声こえは聞きかなかった。 10わたしが『主しゅよ、わたしは何なにをしたらよいでしょうか』と尋たずねたところ、主しゅは言いわれた、『起おきあがってダマスコに行いきなさい。そうすれば、あなたがするように決きめてある事ことが、すべてそこで告つげられるであろう』。 11わたしは、光ひかりの輝かがやきで目めがくらみ、何なにも見みえなくなっていたので、連つれの者ものたちに手てを引ひかれながら、ダマスコに行いった。
    


    
      12すると、律法りっぽうに忠実ちゅうじつで、ダマスコ在住ざいじゅうのユダヤ人じん全体ぜんたいに評判ひょうばんのよいアナニヤという人ひとが、 13わたしのところにきて、そばに立たち、『兄弟きょうだいサウロよ、見みえるようになりなさい』と言いった。するとその瞬間しゅんかんに、わたしの目めが開ひらいて、彼かれの姿すがたが見みえた。 14彼かれは言いった、『わたしたちの先祖せんぞの神かみが、あなたを選えらんでみ旨むねを知しらせ、かの義人ぎじんを見みさせ、その口くちから声こえをお聞きかせになった。 15それはあなたが、その見聞みききした事ことにつき、すべての人ひとに対たいして、彼かれの証人しょうにんになるためである。 16そこで今いま、なんのためらうことがあろうか。すぐ立たって、み名なをとなえてバプテスマを受うけ、あなたの罪つみを洗あらい落おとしなさい』。
    


    
      17それからわたしは、エルサレムに帰かえって宮みやで祈いのっているうちに、夢ゆめうつつになり、 18主しゅにまみえたが、主しゅは言いわれた、『急いそいで、すぐにエルサレムを出でて行いきなさい。わたしについてのあなたのあかしを、人々ひとびとが受うけいれないから』。 19そこで、わたしが言いった、『主しゅよ、彼かれらは、わたしがいたるところの会堂かいどうで、あなたを信しんじる人々ひとびとを獄ごくに投とうじたり、むち打うったりしていたことを、知しっています。 20また、あなたの証人しょうにんステパノの血ちが流ながされた時ときも、わたしは立たち合あっていてそれに賛成さんせいし、また彼かれを殺ころした人ひとたちの上着うわぎの番ばんをしていたのです』。 21すると、主しゅがわたしに言いわれた、『行いきなさい。わたしが、あなたを遠とおく異邦いほうの民たみへつかわすのだ』」。
    


    
      22彼かれの言葉ことばをここまで聞きいていた人々ひとびとは、このとき、声こえを張はりあげて言いった、「こんな男おとこは地上ちじょうから取とり除のぞいてしまえ。生いかしおくべきではない」。 23人々ひとびとがこうわめき立たてて、空中くうちゅうに上着うわぎを投なげ、ちりをまき散ちらす始末しまつであったので、 24千卒長せんそつちょうはパウロを兵営へいえいに引ひき入いれるように命めいじ、どういうわけで、彼かれに対たいしてこんなにわめき立たてているのかを確たしかめるため、彼かれをむちの拷問ごうもんにかけて、取とり調しらべるように言いいわたした。 25彼かれらがむちを当あてるため、彼かれを縛しばりつけていた時とき、パウロはそばに立たっている百卒長ひゃくそつちょうに言いった、「ローマの市民しみんたる者ものを、裁判さいばんにかけもしないで、むち打うってよいのか」。 26百卒長ひゃくそつちょうはこれを聞きき、千卒長せんそつちょうのところに行いって報告ほうこくし、そして言いった、「どうなさいますか。あの人ひとはローマの市民しみんなのです」。 27そこで、千卒長せんそつちょうがパウロのところにきて言いった、「わたしに言いってくれ。あなたはローマの市民しみんなのか」。パウロは「そうです」と言いった。 28これに対たいして千卒長せんそつちょうが言いった、「わたしはこの市民しみん権けんを、多額たがくの金かねで買かい取とったのだ」。するとパウロは言いった、「わたしは生うまれながらの市民しみんです」。 29そこで、パウロを取とり調しらべようとしていた人ひとたちは、ただちに彼かれから身みを引ひいた。千卒長せんそつちょうも、パウロがローマの市民しみんであること、また、そういう人ひとを縛しばっていたことがわかって、恐おそれた。
    


    
      30翌日よくじつ、彼かれは、ユダヤ人じんがなぜパウロを訴うったえ出でたのか、その真相しんそうを知しろうと思おもって彼かれを解といてやり、同時どうじに祭司長さいしちょうたちと全ぜん議会ぎかいとを召集しょうしゅうさせ、そこに彼かれを引ひき出だして、彼かれらの前まえに立たたせた。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1パウロは議会ぎかいを見みつめて言いった、「兄弟きょうだいたちよ、わたしは今日きょうまで、神かみの前まえに、ひたすら明あきらかな良心りょうしんにしたがって行動こうどうしてきた」。 2すると、大祭司だいさいしアナニヤが、パウロのそばに立たっている者ものたちに、彼かれの口くちを打うてと命めいじた。 3そのとき、パウロはアナニヤにむかって言いった、「白しろく塗ぬられた壁かべよ、神かみがあなたを打うつであろう。あなたは、律法りっぽうにしたがって、わたしをさばくために座ざについているのに、律法りっぽうにそむいて、わたしを打うつことを命めいじるのか」。 4すると、そばに立たっている者ものたちが言いった、「神かみの大祭司だいさいしに対たいして無礼ぶれいなことを言いうのか」。 5パウロは言いった、「兄弟きょうだいたちよ、彼かれが大祭司だいさいしだとは知しらなかった。聖書せいしょに『民たみのかしらを悪わるく言いってはいけない』と、書かいてあるのだった」。
    


    
      6パウロは、議員ぎいんの一部いちぶがサドカイ人びとであり、一部いちぶはパリサイ人びとであるのを見みて、議会ぎかいの中なかで声こえを高たかめて言いった、「兄弟きょうだいたちよ、わたしはパリサイ人びとであり、パリサイ人びとの子こである。わたしは、死人しにんの復活ふっかつの望のぞみをいだいていることで、裁判さいばんを受うけているのである」。 7彼かれがこう言いったところ、パリサイ人びととサドカイ人びととの間あいだに争論そうろんが生しょうじ、会衆かいしゅうが相あい分わかれた。 8元来がんらい、サドカイ人びとは、復活ふっかつとか天使てんしとか霊れいとかは、いっさい存在そんざいしないと言いい、パリサイ人びとは、それらは、みな存在そんざいすると主張しゅちょうしている。 9そこで、大騒おおさわぎとなった。パリサイ派はのある律法りっぽう学者がくしゃたちが立たって、強つよく主張しゅちょうして言いった、「われわれは、この人ひとには何なにも悪わるいことがないと思おもう。あるいは、霊れいか天使てんしかが、彼かれに告つげたのかも知しれない」。 10こうして、争論そうろんが激はげしくなったので、千卒長せんそつちょうは、パウロが彼かれらに引ひき裂さかれるのを気きづかって、兵卒へいそつどもに、降おりて行いってパウロを彼かれらの中なかから力ちからづくで引ひき出だし、兵営へいえいに連つれて来くるように、命めいじた。
    


    
      11その夜よ、主しゅがパウロに臨のぞんで言いわれた、「しっかりせよ。あなたは、エルサレムでわたしのことをあかししたように、ローマでもあかしをしなくてはならない」。
    


    
      12夜よが明あけると、ユダヤ人じんらは申もうし合あわせをして、パウロを殺ころすまでは飲食いんしょくをいっさい断たつと、誓ちかい合あった。 13この陰謀いんぼうに加くわわった者ものは、四十人にんあまりであった。 14彼かれらは、祭司長さいしちょうたちや長老ちょうろうたちのところに行いって、こう言いった。「われわれは、パウロを殺ころすまでは何なにも食たべないと、堅かたく誓ちかい合あいました。 15ついては、あなたがたは議会ぎかいと組くんで、彼かれのことでなお詳くわしく取調とりしらべをするように見みせかけ、パウロをあなたがたのところに連つれ出だすように、千卒長せんそつちょうに頼たのんで下ください。われわれとしては、パウロがそこにこないうちに殺ころしてしまう手てはずをしています」。
    


    
      16ところが、パウロの姉妹しまいの子こが、この待伏まちぶせのことを耳みみにし、兵営へいえいにはいって行いって、パウロにそれを知しらせた。 17そこでパウロは、百卒長ひゃくそつちょうのひとりを呼よんで言いった、「この若者わかものを千卒長せんそつちょうのところに連つれて行いってください。何なにか報告ほうこくすることがあるようですから」。 18この百卒長ひゃくそつちょうは若者わかものを連つれて行いき、千卒長せんそつちょうに引ひきあわせて言いった、「囚人しゅうじんのパウロが、この若者わかものがあなたに話はなしたいことがあるので、あなたのところに連つれて行いってくれるようにと、わたしを呼よんで頼たのみました」。 19そこで千卒長せんそつちょうは、若者わかものの手てを取とり、人ひとのいないところへ連つれて行いって尋たずねた、「わたしに話はなしたいことというのは、何なにか」。 20若者わかものが言いった、「ユダヤ人じんたちが、パウロのことをもっと詳くわしく取調とりしらべをすると見みせかけて、あす議会ぎかいに彼かれを連つれ出だすように、あなたに頼たのむことに決きめています。 21どうぞ、彼かれらの頼たのみを取とり上あげないで下ください。四十人にんあまりの者ものが、パウロを待伏まちぶせしているのです。彼かれらは、パウロを殺ころすまでは飲食いんしょくをいっさい断たつと、堅かたく誓ちかい合あっています。そして、いま手てはずをととのえて、あなたの許可きょかを待まっているところなのです」。 22そこで千卒長せんそつちょうは、「このことをわたしに知しらせたことは、だれにも口外こうがいするな」と命めいじて、若者わかものを帰かえした。
    


    
      23それから彼かれは、百卒長ひゃくそつちょうふたりを呼よんで言いった、「歩兵ほへい二百名めい、騎兵きへい七十名めい、槍そう兵へい二百名めいを、カイザリヤに向むけ出発しゅっぱつできるように、今夜こんや九時じまでに用意よういせよ。 24また、パウロを乗のせるために馬うまを用意よういして、彼かれを総督そうとくペリクスのもとへ無事ぶじに連つれて行いけ」。 25さらに彼かれは、次つぎのような文面ぶんめんの手紙てがみを書かいた。 26「クラウデオ・ルシヤ、つつしんで総督そうとくペリクス閣下かっかの平安へいあんを祈いのります。 27本人ほんにんのパウロが、ユダヤ人じんらに捕とらえられ、まさに殺ころされようとしていたのを、彼かれのローマ市民しみんであることを知しったので、わたしは兵卒へいそつたちを率ひきいて行いって、彼かれを救すくい出だしました。 28それから、彼かれが訴うったえられた理由りゆうを知しろうと思おもい、彼かれを議会ぎかいに連つれて行いきました。 29ところが、彼かれはユダヤ人じんの律法りっぽうの問題もんだいで訴うったえられたものであり、なんら死刑しけいまたは投獄とうごくに当あたる罪つみのないことがわかりました。 30しかし、この人ひとに対たいして陰謀いんぼうがめぐらされているとの報告ほうこくがありましたので、わたしは取とりあえず、彼かれを閣下かっかのもとにお送おくりすることにし、訴うったえる者ものたちには、閣下かっかの前まえで、彼かれに対たいする申もうし立たてをするようにと、命めいじておきました」。
    


    
      31そこで歩兵ほへいたちは、命めいじられたとおりパウロを引ひき取とって、夜よるの間あいだにアンテパトリスまで連つれて行いき、 32翌日よくじつは、騎兵きへいたちにパウロを護送ごそうさせることにして、兵営へいえいに帰かえって行いった。 33騎兵きへいたちは、カイザリヤに着つくと、手紙てがみを総督そうとくに手渡てわたし、さらにパウロを彼かれに引ひきあわせた。 34総督そうとくは手紙てがみを読よんでから、パウロに、どの州しゅうの者ものかと尋たずね、キリキヤの出でだと知しって、 35「訴うったえ人ひとたちがきた時ときに、おまえを調しらべることにする」と言いった。そして、ヘロデの官邸かんていに彼かれを守まもっておくように命めいじた。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1五日かの後のち、大祭司だいさいしアナニヤは、長老ちょうろう数名すうめいと、テルトロという弁護人べんごにんとを連つれて下くだり、総督そうとくにパウロを訴うったえ出でた。 2パウロが呼よび出だされたので、テルトロは論告ろんこくを始はじめた。
    


    
      「ペリクス閣下かっか、わたしたちが、閣下かっかのお陰かげでじゅうぶんに平和へいわを楽たのしみ、またこの国くにが、ご配慮はいりょによって、 3あらゆる方面ほうめんに、またいたるところで改善かいぜんされていることは、わたしたちの感謝かんしゃしてやまないところであります。 4しかし、ご迷惑めいわくをかけないように、くどくどと述のべずに、手短てみじかかに申もうし上あげますから、どうぞ、忍しのんでお聞きき取とりのほど、お願ねがいいたします。 5さて、この男おとこは、疫病えきびょうのような人間にんげんで、世界中せかいじゅうのすべてのユダヤ人じんの中なかに騒さわぎを起おこしている者ものであり、また、ナザレ人びとらの異端いたんのかしらであります。 6この者ものが宮みやまでも汚けがそうとしていたので、わたしたちは彼かれを捕縛ほばくしたのです。〔そして、律法りっぽうにしたがって、さばこうとしていたところ、 7千卒長せんそつちょうルシヤが干渉かんしょうして、彼かれを無理むりにわたしたちの手てから引ひき離はなしてしまい、 8彼かれを訴うったえた人ひとたちには、閣下かっかのところに来くるようにと命めいじました。〕それで、閣下かっかご自身じしんでお調しらべになれば、わたしたちが彼かれを訴うったえ出でた理由りゆうが、全部ぜんぶおわかりになるでしょう」。 9ユダヤ人じんたちも、この訴うったえに同調どうちょうして、全まったくそのとおりだと言いった。 10そこで、総督そうとくが合図あいずをして発言はつげんを促うながしたので、パウロは答弁とうべんして言いった。
    


    
      「閣下かっかが、多年たねんにわたり、この国民こくみんの裁判さいばんをつかさどっておられることを、よく承知しょうちしていますので、わたしは喜よろこんで、自分じぶんのことを弁明べんめいいたします。 11お調しらべになればわかるはずですが、わたしが礼拝れいはいをしにエルサレムに上のぼってから、まだ十二日にちそこそこにしかなりません。 12そして、宮みやの内うちでも、会堂かいどう内うちでも、あるいは市内しないでも、わたしがだれかと争論そうろんしたり、群衆ぐんしゅうを煽動せんどうしたりするのを見みたものはありませんし、 13今いまわたしを訴うったえ出でていることについて、閣下かっかの前まえに、その証拠しょうこをあげうるものはありません。 14ただ、わたしはこの事ことは認みとめます。わたしは、彼かれらが異端いたんだとしている道みちにしたがって、わたしたちの先祖せんぞの神かみに仕つかえ、律法りっぽうの教おしえるところ、また預言者よげんしゃの書しょに書かいてあることを、ことごとく信しんじ、 15また、正ただしい者ものも正ただしくない者ものも、やがてよみがえるとの希望きぼうを、神かみを仰あおいでいだいているものです。この希望きぼうは、彼かれら自身じしんも持もっているのです。 16わたしはまた、神かみに対たいしまた人ひとに対たいして、良心りょうしんに責せめられることのないように、常つねに努つとめています。 17さてわたしは、幾年いくねんぶりかに帰かえってきて、同胞どうほうに施ほどこしをし、また、供そなえ物ものをしていました。 18そのとき、彼かれらはわたしが宮みやできよめを行おこなっているのを見みただけであって、群衆ぐんしゅうもいず、騒動そうどうもなかったのです。 19ところが、アジヤからきた数人すうにんのユダヤ人じんが——彼かれらが、わたしに対たいして、何なにかとがめ立たてをすることがあったなら、よろしく閣下かっかの前まえにきて、訴うったえるべきでした。 20あるいは、何なにかわたしに不正ふせいなことがあったなら、わたしが議会ぎかいの前まえに立たっていた時とき、彼かれらみずから、それを指摘してきすべきでした。 21ただ、わたしは、彼かれらの中なかに立たって、『わたしは、死人しにんのよみがえりのことで、きょう、あなたがたの前まえでさばきを受うけているのだ』と叫さけんだだけのことです」。
    


    
      22ここでペリクスは、この道みちのことを相当そうとうわきまえていたので、「千卒長せんそつちょうルシヤが下くだって来くるのを待まって、おまえたちの事件じけんを判決はんけつすることにする」と言いって、裁判さいばんを延期えんきした。 23そして百卒長ひゃくそつちょうに、パウロを監禁かんきんするように、しかし彼かれを寛大かんだいに取とり扱あつかい、友人ゆうじんらが世話せわをするのを止とめないようにと、命めいじた。
    


    
      24数日すうじつたってから、ペリクスは、ユダヤ人じんである妻つまドルシラと一緒いっしょにきて、パウロを呼よび出だし、キリスト・イエスに対たいする信仰しんこうのことを、彼かれから聞きいた。 25そこで、パウロが、正義せいぎ、節制せっせい、未来みらいの審判しんぱんなどについて論ろんじていると、ペリクスは不安ふあんを感かんじてきて、言いった、「きょうはこれで帰かえるがよい。また、よい機会きかいを得えたら、呼よび出だすことにする」。 26彼かれは、それと同時どうじに、パウロから金かねをもらいたい下したごころがあったので、たびたびパウロを呼よび出だしては語かたり合あった。
    


    
      27さて、二か年ねんたった時とき、ポルキオ・フェストが、ペリクスと交代こうたいして任にんについた。ペリクスは、ユダヤ人じんの歓心かんしんを買かおうと思おもって、パウロを監禁かんきんしたままにしておいた。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1さて、フェストは、任地にんちに着ついてから三日かの後のち、カイザリヤからエルサレムに上のぼったところ、 2祭司長さいしちょうたちやユダヤ人じんの重立おもだった者ものたちが、パウロを訴うったえ出でて、 3彼かれをエルサレムに呼よび出だすよう取とり計はからっていただきたいと、しきりに願ねがった。彼かれらは途中とちゅうで待まち伏ぶせして、彼かれを殺ころす考かんがえであった。 4ところがフェストは、パウロがカイザリヤに監禁かんきんしてあり、自分じぶんもすぐそこへ帰かえることになっていると答こたえ、 5そして言いった、「では、もしあの男おとこに何なにか不都合ふつごうなことがあるなら、おまえたちのうちの有力ゆうりょく者しゃらが、わたしと一緒いっしょに下くだって行いって、訴うったえるがよかろう」。
    


    
      6フェストは、彼かれらのあいだに八日かか十日かほど滞在たいざいした後のち、カイザリヤに下くだって行いき、その翌日よくじつ、裁判さいばんの席せきについて、パウロを引ひき出だすように命めいじた。 7パウロが姿すがたをあらわすと、エルサレムから下くだってきたユダヤ人じんたちが、彼かれを取とりかこみ、彼かれに対たいしてさまざまの重おもい罪状ざいじょうを申もうし立たてたが、いずれもその証拠しょうこをあげることはできなかった。 8パウロは「わたしは、ユダヤ人じんの律法りっぽうに対たいしても、宮みやに対たいしても、またカイザルに対たいしても、なんら罪つみを犯おかしたことはない」と弁明べんめいした。 9ところが、フェストはユダヤ人じんの歓心かんしんを買かおうと思おもって、パウロにむかって言いった、「おまえはエルサレムに上のぼり、この事件じけんに関かんし、わたしからそこで裁判さいばんを受うけることを承知しょうちするか」。 10パウロは言いった、「わたしは今いま、カイザルの法廷ほうていに立たっています。わたしはこの法廷ほうていで裁判さいばんされるべきです。よくご承知しょうちのとおり、わたしはユダヤ人じんたちに、何なにも悪わるいことをしてはいません。 11もしわたしが悪わるいことをし、死しに当あたるようなことをしているのなら、死しを免まぬかれようとはしません。しかし、もし彼かれらの訴うったえることに、なんの根拠こんきょもないとすれば、だれもわたしを彼かれらに引ひき渡わたす権利けんりはありません。わたしはカイザルに上訴じょうそします」。 12そこでフェストは、陪席ばいせきの者ものたちと協議きょうぎしたうえ答こたえた、「おまえはカイザルに上訴じょうそを申もうし出でた。カイザルのところに行いくがよい」。
    


    
      13数日すうじつたった後のち、アグリッパ王おうとベルニケとが、フェストに敬意けいいを表ひょうするため、カイザリヤにきた。 14ふたりは、そこに何なに日間にちかんも滞在たいざいしていたので、フェストは、パウロのことを王おうに話はなして言いった、「ここに、ペリクスが囚人しゅうじんとして残のこして行いったひとりの男おとこがいる。 15わたしがエルサレムに行いった時とき、この男おとこのことを、祭司長さいしちょうたちやユダヤ人じんの長老ちょうろうたちが、わたしに報告ほうこくし、彼かれを罪つみに定さだめるようにと要求ようきゅうした。 16そこでわたしは、彼かれらに答こたえた、『訴うったえられた者ものが、訴うったえた者ものの前まえに立たって、告訴こくそに対たいし弁明べんめいする機会きかいを与あたえられない前まえに、その人ひとを見放みはなしてしまうのは、ローマ人じんの慣例かんれいにはないことである』。 17それで、彼かれらがここに集あつまってきた時とき、わたしは時ときをうつさず、次つぎの日ひに裁判さいばんの席せきについて、その男おとこを引ひき出ださせた。 18訴うったえた者ものたちは立たち上あがったが、わたしが推測すいそくしていたような悪事あくじは、彼かれについて何一なにひとつ申もうし立たてはしなかった。 19ただ、彼かれと争あらそい合あっているのは、彼かれら自身じしんの宗教しゅうきょうに関かんし、また、死しんでしまったのに生いきているとパウロが主張しゅちょうしているイエスなる者ものに関かんする問題もんだいに過すぎない。 20これらの問題もんだいを、どう取とり扱あつかってよいかわからなかったので、わたしは彼かれに、『エルサレムに行いって、これらの問題もんだいについて、そこでさばいてもらいたくはないか』と尋たずねてみた。 21ところがパウロは、皇帝こうていの判決はんけつを受うける時ときまで、このまま自分じぶんをとどめておいてほしいと言いうので、カイザルに彼かれを送おくりとどける時ときまでとどめておくようにと、命めいじておいた」。 22そこで、アグリッパがフェストに「わたしも、その人ひとの言いい分ぶんを聞きいて見みたい」と言いったので、フェストは、「では、あす彼かれから聞ききとるようにしてあげよう」と答こたえた。
    


    
      23翌日よくじつ、アグリッパとベルニケとは、大おおいに威儀いぎをととのえて、千卒長せんそつちょうたちや市しの重立おもだった人ひとたちと共ともに、引見所いんけんじょにはいってきた。すると、フェストの命めいによって、パウロがそこに引ひき出だされた。 24そこで、フェストが言いった、「アグリッパ王おう、ならびにご臨席りんせきの諸君しょくん。ごらんになっているこの人物じんぶつは、ユダヤ人じんたちがこぞって、エルサレムにおいても、また、この地ちにおいても、これ以上いじょう、生いかしておくべきでないと叫さけんで、わたしに訴うったえ出でている者ものである。 25しかし、彼かれは死しに当あたることは何なにもしていないと、わたしは見みているのだが、彼かれ自身じしんが皇帝こうていに上訴じょうそすると言いい出だしたので、彼かれをそちらへ送おくることに決きめた。 26ところが、彼かれについて、主君しゅくんに書かきおくる確たしかなものが何なにもないので、わたしは、彼かれを諸君しょくんの前まえに、特とくに、アグリッパ王おうよ、あなたの前まえに引ひき出だして、取調とりしらべをしたのち、上書じょうしょすべき材料ざいりょうを得えようと思おもう。 27囚人しゅうじんを送おくるのに、その告訴こくその理由りゆうを示しめさないということは、不合理ふごうりだと思おもえるからである」。
    

  


  


  
    第二十六章


    
      1アグリッパはパウロに、「おまえ自身じしんのことを話はなしてもよい」と言いった。そこでパウロは、手てをさし伸のべて、弁明べんめいをし始はじめた。
    


    
      2「アグリッパ王おうよ、ユダヤ人じんたちから訴うったえられているすべての事ことに関かんして、きょう、あなたの前まえで弁明べんめいすることになったのは、わたしのしあわせに思おもうところであります。 3あなたは、ユダヤ人じんのあらゆる慣例かんれいや問題もんだいを、よく知しり抜ぬいておられるかたですから、わたしの申もうすことを、寛大かんだいなお心こころで聞きいていただきたいのです。
    


    
      4さて、わたしは若わかい時代じだいには、初はじめから自じ国民こくみんの中なかで、またエルサレムで過すごしたのですが、そのころのわたしの生活せいかつぶりは、ユダヤ人じんがみんなよく知しっているところです。 5彼かれらはわたしを初はじめから知しっているので、証言しょうげんしようと思おもえばできるのですが、わたしは、わたしたちの宗教しゅうきょうの最もっとも厳格げんかくな派はにしたがって、パリサイ人びととしての生活せいかつをしていたのです。 6今いまわたしは、神かみがわたしたちの先祖せんぞに約束やくそくなさった希望きぼうをいだいているために、裁判さいばんを受うけているのであります。 7わたしたちの十二の部族ぶぞくは、夜昼よるひる、熱心ねっしんに神かみに仕つかえて、その約束やくそくを得えようと望のぞんでいるのです。王おうよ、この希望きぼうのために、わたしはユダヤ人じんから訴うったえられています。 8神かみが死人しにんをよみがえらせるということが、あなたがたには、どうして信しんじられないことと思おもえるのでしょうか。
    


    
      9わたし自身じしんも、以前いぜんには、ナザレ人びとイエスの名なに逆さからって反対はんたいの行動こうどうをすべきだと、思おもっていました。 10そしてわたしは、それをエルサレムで敢行かんこうし、祭司長さいしちょうたちから権限けんげんを与あたえられて、多おおくの聖徒せいとたちを獄ごくに閉とじ込こめ、彼かれらが殺ころされる時ときには、それに賛成さんせいの意いを表あらわしました。 11それから、いたるところの会堂かいどうで、しばしば彼かれらを罰ばっして、無理むりやりに神かみをけがす言葉ことばを言いわせようとし、彼かれらに対たいしてひどく荒あれ狂くるい、ついに外国がいこくの町々まちまちにまで、迫害はくがいの手てをのばすに至いたりました。
    


    
      12こうして、わたしは、祭司長さいしちょうたちから権限けんげんと委任いにんとを受うけて、ダマスコに行いったのですが、 13王おうよ、その途中とちゅう、真昼まひるに、光ひかりが天てんからさして来くるのを見みました。それは、太陽たいようよりも、もっと光ひかり輝かがやいて、わたしと同行者どうこうしゃたちとをめぐり照てらしました。 14わたしたちはみな地ちに倒たおれましたが、その時ときヘブル語ごでわたしにこう呼よびかける声こえを聞ききました、『サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害はくがいするのか。とげのあるむちをければ、傷きずを負おうだけである』。 15そこで、わたしが『主しゅよ、あなたはどなたですか』と尋たずねると、主しゅは言いわれた、『わたしは、あなたが迫害はくがいしているイエスである。 16さあ、起おきあがって、自分じぶんの足あしで立たちなさい。わたしがあなたに現あらわれたのは、あなたがわたしに会あった事ことと、あなたに現あらわれて示しめそうとしている事こととをあかしし、これを伝つたえる務つとめに、あなたを任にんじるためである。 17わたしは、この国民こくみんと異邦人いほうじんとの中なかから、あなたを救すくい出だし、あらためてあなたを彼かれらにつかわすが、 18それは、彼かれらの目めを開ひらき、彼かれらをやみから光ひかりへ、悪魔あくまの支配しはいから神かみのみもとへ帰かえらせ、また、彼かれらが罪つみのゆるしを得え、わたしを信しんじる信仰しんこうによって、聖せい別べつされた人々ひとびとに加くわわるためである』。
    


    
      19それですから、アグリッパ王おうよ、わたしは天てんよりの啓示けいじにそむかず、 20まず初はじめにダマスコにいる人々ひとびとに、それからエルサレムにいる人々ひとびと、さらにユダヤ全土ぜんど、ならびに異邦人いほうじんたちに、悔くい改あらためて神かみに立たち帰かえり、悔改くいあらためにふさわしいわざを行おこなうようにと、説とき勧すすめました。 21そのために、ユダヤ人じんは、わたしを宮みやで引ひき捕とらえて殺ころそうとしたのです。 22しかし、わたしは今日こんにちに至いたるまで神かみの加護かごを受うけ、このように立たって、小ちいさい者ものにも大おおきい者ものにもあかしをなし、預言者よげんしゃたちやモーセが、今後こんご起おこるべきだと語かたったことを、そのまま述のべてきました。 23すなわち、キリストが苦難くなんを受うけること、また、死人しにんの中なかから最初さいしょによみがえって、この国民こくみんと異邦人いほうじんとに、光ひかりを宣のべ伝つたえるに至いたることを、あかししたのです」。 24パウロがこのように弁明べんめいをしていると、フェストは大声おおごえで言いった、「パウロよ、おまえは気きが狂くるっている。博学はくがくが、おまえを狂くるわせている」。 25パウロが言いった、「フェスト閣下かっかよ、わたしは気きが狂くるってはいません。わたしは、まじめな真実しんじつの言葉ことばを語かたっているだけです。 26王おうはこれらのことをよく知しっておられるので、王おうに対たいしても、率直そっちょくに申もうし上あげているのです。それは、片かたすみで行おこなわれたのではないのですから、一つとして、王おうが見みのがされたことはないと信しんじます。 27アグリッパ王おうよ、あなたは預言者よげんしゃを信しんじますか。信しんじておられると思おもいます」。 28アグリッパがパウロに言いった、「おまえは少すこし説といただけで、わたしをクリスチャンにしようとしている」。 29パウロが言いった、「説とくことが少すこしであろうと、多おおくであろうと、わたしが神かみに祈いのるのは、ただあなただけでなく、きょう、わたしの言葉ことばを聞きいた人ひともみな、わたしのようになって下くださることです。このような鎖くさりは別べつですが」。
    


    
      30それから、王おうも総督そうとくもベルニケも、また列席れっせきの人々ひとびとも、みな立たちあがった。 31退場たいじょうしてから、互たがいに語かたり合あって言いった、「あの人ひとは、死しや投獄とうごくに当あたるようなことをしてはいない」。 32そして、アグリッパがフェストに言いった、「あの人ひとは、カイザルに上訴じょうそしていなかったら、ゆるされたであろうに」。
    

  


  


  
    第二十七章


    
      1さて、わたしたちが、舟ふねでイタリヤに行いくことが決きまった時とき、パウロとそのほか数人すうにんの囚人しゅうじんとは、近衛このえ隊たいの百卒長ひゃくそつちょうユリアスに託たくされた。 2そしてわたしたちは、アジヤ沿岸えんがんの各所かくしょに寄港きこうすることになっているアドラミテオの舟ふねに乗のり込こんで、出帆しゅっぱんした。テサロニケのマケドニヤ人びとアリスタルコも同行どうこうした。 3次つぎの日ひ、シドンに入港にゅうこうしたが、ユリアスは、パウロを親切しんせつに取とり扱あつかい、友人ゆうじんをおとずれてかんたいを受うけることを、許ゆるした。 4それからわたしたちは、ここから船出ふなでしたが、逆風ぎゃくふうにあったので、クプロの島しまかげを航行こうこうし、 5キリキヤとパンフリヤの沖おきを過すぎて、ルキヤのミラに入港にゅうこうした。 6そこに、イタリヤ行いきのアレキサンドリヤの舟ふねがあったので、百卒長ひゃくそつちょうは、わたしたちをその舟ふねに乗のり込こませた。 7幾日いくにちものあいだ、舟ふねの進すすみがおそくて、わたしたちは、かろうじてクニドの沖合おきあいにきたが、風かぜがわたしたちの行ゆく手てをはばむので、サルモネの沖おき、クレテの島しまかげを航行こうこうし、 8その岸きしに沿そって進すすみ、かろうじて「良よき港みなと」と呼よばれる所ところに着ついた。その近ちかくにラサヤの町まちがあった。
    


    
      9長ながい時ときが経過けいかし、断食だんじき期きも過すぎてしまい、すでに航海こうかいが危険きけんな季節きせつになったので、パウロは人々ひとびとに警告けいこくして言いった、 10「皆みなさん、わたしの見みるところでは、この航海こうかいでは、積荷つみにや船体せんたいばかりでなく、われわれの生命せいめいにも、危害きがいと大おおきな損失そんしつが及およぶであろう」。 11しかし百卒長ひゃくそつちょうは、パウロの意い見みよりも、船長せんちょうや船主せんしゅの方ほうを信頼しんらいした。 12なお、この港みなとは冬ふゆを過すごすのに適てきしないので、大多数だいたすうの者ものは、ここから出でて、できればなんとかして、南西なんせいと北西ほくせいとに面めんしているクレテのピニクス港こうに行いって、そこで冬ふゆを過すごしたいと主張しゅちょうした。
    


    
      13時ときに、南風なんぷうが静しずかに吹ふいてきたので、彼かれらは、この時ときとばかりにいかりを上あげて、クレテの岸きしに沿そって航行こうこうした。 14すると間まもなく、ユーラクロンと呼よばれる暴風ぼうふうが、島しまから吹ふきおろしてきた。 15そのために、舟ふねが流ながされて風かぜに逆さからうことができないので、わたしたちは吹ふき流ながされるままに任まかせた。 16それから、クラウダという小島こじまの陰かげに、はいり込こんだので、わたしたちは、やっとのことで小舟こぶねを処置しょちすることができ、 17それを舟ふねに引ひき上あげてから、綱つなで船体せんたいを巻まきつけた。また、スルテスの洲すに乗のり上あげるのを恐おそれ、帆ほをおろして流ながれるままにした。 18わたしたちは、暴風ぼうふうにひどく悩なやまされつづけたので、次つぎの日ひに、人々ひとびとは積荷つみにを捨すてはじめ、 19三日か目めには、船具ふなぐまでも、てずから投なげすてた。 20幾日いくにちものあいだ、太陽たいようも星ほしも見みえず、暴風ぼうふうは激はげしく吹ふきすさぶので、わたしたちの助たすかる最後さいごの望のぞみもなくなった。
    


    
      21みんなの者ものは、長ながいあいだ食事しょくじもしないでいたが、その時とき、パウロが彼かれらの中なかに立たって言いった、「皆みなさん、あなたがたが、わたしの忠告ちゅうこくを聞ききいれて、クレテから出でなかったら、このような危害きがいや損失そんしつを被こうむらなくてすんだはずであった。 22だが、この際さい、お勧すすめする。元気げんきを出だしなさい。舟ふねが失うしなわれるだけで、あなたがたの中なかで生命せいめいを失うしなうものは、ひとりもいないであろう。 23昨夜さくや、わたしが仕つかえ、また拝おがんでいる神かみからの御使みつかいが、わたしのそばに立たって言いった、 24『パウロよ、恐おそれるな。あなたは必かならずカイザルの前まえに立たたなければならない。たしかに神かみは、あなたと同船どうせんの者ものを、ことごとくあなたに賜たまわっている』。 25だから、皆みなさん、元気げんきを出だしなさい。万事ばんじはわたしに告つげられたとおりに成なって行いくと、わたしは、神かみかけて信しんじている。 26われわれは、どこかの島しまに打うちあげられるに相違そういない」。
    


    
      27わたしたちがアドリヤ海うみに漂ただよってから十四日か目めの夜よるになった時とき、真夜中まよなかごろ、水夫すいふらはどこかの陸地りくちに近ちかづいたように感かんじた。 28そこで、水みずの深ふかさを測はかってみたところ、二十ひろであることがわかった。それから少すこし進すすんで、もう一度いちど測はかってみたら、十五ひろであった。 29わたしたちが、万一まんいち暗礁あんしょうに乗のり上あげては大変たいへんだと、人々ひとびとは気きづかって、ともから四つのいかりを投なげおろし、夜よの明あけるのを待まちわびていた。 30その時とき、水夫すいふらが舟ふねから逃にげ出だそうと思おもって、へさきからいかりを投なげおろすと見みせかけ、小舟こぶねを海うみにおろしていたので、 31パウロは、百卒長ひゃくそつちょうや兵卒へいそつたちに言いった、「あの人ひとたちが、舟ふねに残のこっていなければ、あなたがたは助たすからない」。 32そこで兵卒へいそつたちは、小舟こぶねの綱つなを断たち切きって、その流ながれて行いくままに任まかせた。
    


    
      33夜よが明あけかけたころ、パウロは一同いちどうの者ものに、食事しょくじをするように勧すすめて言いった、「あなたがたが食事しょくじもせずに、見張みはりを続つづけてから、何なにも食たべないで、きょうが十四日か目めに当あたる。 34だから、いま食事しょくじを取とることをお勧すすめする。それが、あなたがたを救すくうことになるのだから。たしかに髪かみの毛けひとすじでも、あなたがたの頭あたまから失うしなわれることはないであろう」。 35彼かれはこう言いって、パンを取とり、みんなの前まえで神かみに感謝かんしゃし、それをさいて食たべはじめた。 36そこで、みんなの者ものも元もと気きづいて食事しょくじをした。 37舟ふねにいたわたしたちは、合あわせて二百七十六人にんであった。 38みんなの者ものは、じゅうぶんに食事しょくじをした後のち、穀物こくもつを海うみに投なげすてて舟ふねを軽かろくした。
    


    
      39夜よが明あけて、どこの土地とちかよくわからなかったが、砂浜すなはまのある入江いりえが見みえたので、できれば、それに舟ふねを乗のり入いれようということになった。 40そこで、いかりを切きり離はなして海うみに捨すて、同時どうじにかじの綱つなをゆるめ、風かぜに前まえの帆ほをあげて、砂浜すなはまにむかって進すすんだ。 41ところが、潮流ちょうりゅうの流ながれ合あう所ところに突つき進すすんだため、舟ふねを浅瀬あさせに乗のりあげてしまって、へさきがめり込こんで動うごかなくなり、ともの方ほうは激浪げきろうのためにこわされた。 42兵卒へいそつたちは、囚人しゅうじんらが泳およいで逃にげるおそれがあるので、殺ころしてしまおうと図はかったが、 43百卒長ひゃくそつちょうは、パウロを救すくいたいと思おもうところから、その意図いとをしりぞけ、泳およげる者ものはまず海うみに飛とび込こんで陸りくに行いき、 44その他たの者ものは、板いたや舟ふねの破片はへんに乗のって行いくように命めいじた。こうして、全部ぜんぶの者ものが上陸じょうりくして救すくわれたのであった。
    

  


  


  
    第二十八章


    
      1わたしたちが、こうして救すくわれてからわかったが、これはマルタと呼よばれる島しまであった。 2土地とちの人々ひとびとは、わたしたちに並々なみなみならぬ親切しんせつをあらわしてくれた。すなわち、降ふりしきる雨あめや寒さむさをしのぐために、火ひをたいてわたしたち一同いちどうをねぎらってくれたのである。 3そのとき、パウロはひとかかえの柴しばをたばねて火ひにくべたところ、熱気ねっきのためにまむしが出でてきて、彼かれの手てにかみついた。 4土地とちの人々ひとびとは、この生いきものがパウロの手てからぶら下さがっているのを見みて、互たがいに言いった、「この人ひとは、きっと人殺ひとごろしに違ちがいない。海うみからはのがれたが、ディケーの神様かみさまが彼かれを生いかしてはおかないのだ」。 5ところがパウロは、まむしを火ひの中なかに振ふり落おとして、なんの害がいも被こうむらなかった。 6彼かれらは、彼かれが間まもなくはれ上あがるか、あるいは、たちまち倒たおれて死しぬだろうと、様子ようすをうかがっていた。しかし、長ながい間あいだうかがっていても、彼かれの身みになんの変かわったことも起おこらないのを見みて、彼かれらは考かんがえを変かえて、「この人ひとは神様かみさまだ」と言いい出だした。
    


    
      7さて、その場所ばしょの近ちかくに、島しまの首長しゅちょう、ポプリオという人ひとの所有しょゆう地ちがあった。彼かれは、そこにわたしたちを招待しょうたいして、三日かのあいだ親切しんせつにもてなしてくれた。 8たまたま、ポプリオの父ちちが赤痢せきりをわずらい、高熱こうねつで床とこについていた。そこでパウロは、その人ひとのところにはいって行いって祈いのり、手てを彼かれの上うえにおいていやしてやった。 9このことがあってから、ほかに病気びょうきをしている島しまの人ひとたちが、ぞくぞくとやってきて、みないやされた。 10彼かれらはわたしたちを非常ひじょうに尊敬そんけいし、出帆しゅっぱんの時ときには、必要ひつような品々しなじなを持もってきてくれた。
    


    
      11三か月げつたった後のち、わたしたちは、この島しまに冬ふゆごもりをしていたデオスクリの船ふね飾かざりのあるアレキサンドリヤの舟ふねで、出帆しゅっぱんした。 12そして、シラクサに寄港きこうして三日かのあいだ停泊ていはくし、 13そこから進すすんでレギオンに行いった。それから一日にちおいて、南風なんぷうが吹ふいてきたのに乗じょうじ、ふつか目めにポテオリに着ついた。 14そこで兄弟きょうだいたちに会あい、勧すすめられるまま、彼かれらのところに七日間なぬかかんも滞在たいざいした。それからわたしたちは、ついにローマに到着とうちゃくした。 15ところが、兄弟きょうだいたちは、わたしたちのことを聞きいて、アピオ・ポロおよびトレス・タベルネまで出迎でむかえてくれた。パウロは彼かれらに会あって、神かみに感謝かんしゃし勇いさみ立たった。
    


    
      16わたしたちがローマに着ついた後のち、パウロは、ひとりの番兵ばんぺいをつけられ、ひとりで住すむことを許ゆるされた。
    


    
      17三日かたってから、パウロは、重立おもだったユダヤ人じんたちを招まねいた。みんなの者ものが集あつまったとき、彼かれらに言いった、「兄弟きょうだいたちよ、わたしは、わが国民こくみんに対たいしても、あるいは先祖せんぞ伝来でんらいの慣例かんれいに対たいしても、何一なにひとつそむく行為こういがなかったのに、エルサレムで囚人しゅうじんとしてローマ人じんたちの手てに引ひき渡わたされた。 18彼かれらはわたしを取とり調しらべた結果けっか、なんら死しに当あたる罪状ざいじょうもないので、わたしを釈放しゃくほうしようと思おもったのであるが、 19ユダヤ人じんたちがこれに反対はんたいしたため、わたしはやむを得えず、カイザルに上訴じょうそするに至いたったのである。しかしわたしは、わが同胞どうほうを訴うったえようなどとしているのではない。 20こういうわけで、あなたがたに会あって語かたり合あいたいと願ねがっていた。事実じじつ、わたしは、イスラエルのいだいている希望きぼうのゆえに、この鎖くさりにつながれているのである」。 21そこで彼かれらは、パウロに言いった、「わたしたちは、ユダヤ人じんたちから、あなたについて、なんの文書ぶんしょも受うけ取とっていないし、また、兄弟きょうだいたちの中なかからここにきて、あなたについて不利ふりな報告ほうこくをしたり、悪口あっこうを言いったりした者ものもなかった。 22わたしたちは、あなたの考かんがえていることを、直接ちょくせつあなたから聞きくのが、正ただしいことだと思おもっている。実じつは、この宗派しゅうはについては、いたるところで反対はんたいのあることが、わたしたちの耳みみにもはいっている」。
    


    
      23そこで、日ひを定さだめて、大おおぜいの人ひとが、パウロの宿やどにつめかけてきたので、朝あさから晩ばんまで、パウロは語かたり続つづけ、神かみの国くにのことをあかしし、またモーセの律法りっぽうや預言者よげんしゃの書しょを引ひいて、イエスについて彼かれらの説得せっとくにつとめた。 24ある者ものはパウロの言いうことを受うけいれ、ある者ものは信しんじようともしなかった。 25互たがいに意見いけんが合あわなくて、みんなの者ものが帰かえろうとしていた時とき、パウロはひとこと述のべて言いった、「聖霊せいれいはよくも預言者よげんしゃイザヤによって、あなたがたの先祖せんぞに語かたったものである。

      
        26『この民たみに行いって言いえ、

        あなたがたは聞きくには聞きくが、決けっして悟さとらない。

        見みるには見みるが、決けっして認みとめない。

        27この民たみの心こころは鈍にぶくなり、

        その耳みみは聞きこえにくく、

        その目めは閉とじている。

        それは、彼かれらが目めで見みず、

        耳みみで聞きかず、

        心こころで悟さとらず、悔くい改あらためて

        いやされることがないためである』。

      
28そこで、あなたがたは知しっておくがよい。神かみのこの救すくいの言葉ことばは、異邦人いほうじんに送おくられたのだ。彼かれらは、これに聞ききしたがうであろう」。〔 29パウロがこれらのことを述のべ終おわると、ユダヤ人じんらは、互たがいに論ろんじ合あいながら帰かえって行いった。〕
    


    
      30パウロは、自分じぶんの借かりた家いえに満まん二年ねんのあいだ住すんで、たずねて来くる人々ひとびとをみな迎むかえ入いれ、 31はばからず、また妨さまたげられることもなく、神かみの国くにを宣のべ伝つたえ、主しゅイエス・キリストのことを教おしえつづけた。
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